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序

茨城県は，県内の主要な都市間をおよそ60分で連絡する道路網の整

備を目的とする「県土60分構想」の実現のため，高速道路やこれを補

完する国道や主要地方道等の幹線道路綱の整備をはかっております。

主要地方道大洗友部線道路改良工事は，交通体系の整備と県土の‾

体的な振興を図るため，計画され整備が行われているものです。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と主要地方道大洗友部線道路改

良工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査事業について委託契約を結び，平

成8年10月から翌年3月まで宮ケ崎城跡の調査を実施いたしました。

この調査によって貴重な遺構，遺物が確認され，茨城町の歴史を解明

する上に多大な成果をあげることができました。

本書は，宮ケ崎城跡の調査成果を収録したものであります。本書が，

研究の資料としてはもとより，郷土の歴史の理解を深めると共に，ひ

いては教育，文化の向上の一助として広く御活用いただければ幸いで

す。

一なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

からいただいた多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，茨城町教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに，衷心より感謝

の意を表します。

平成10年9月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌



口
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3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，鍛冶工房跡出土の鉄棒は，岩手県立博物館に分析を依頼した。また，宮ケ崎城跡の

遺構と遺物については，千葉県文化財センター南部調査事務所副所長柴田龍司氏に御教示をいただいた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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凡

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋57，800m，Y軸＝＋29，360mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北

各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査

区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を

設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C………，西から東へ1，2，3…

‥＝‥とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調

査区内の小調査区は，北から南へa，b，C………j，

西から東へ1，2，3………0とし，名称は，大調査区

の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称し

た（第1図）。
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第1図　調査区呼称方法概念図

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである0

遺構　住居跡－SI　土坑rSK　不明遺構，SX　溝－SD　ピットP

遺物　土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構，遺物，土層の実測図中の表示は，次のとおりである0

炉 黒色処理

●　土器 □　石器・石製品　　　○　土製品 △　金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は200分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した0

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした0種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は，長径方向とし，その軸線が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度

で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である0

（4）土器の計測値は，A－口径　B，器高　Cr底径　D一高台径　E一高台高　F－つまみ径　G－つま

み高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した0

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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第7号住居跡完掘状況，第8・9号住居跡

完掘状況，第3号溝，第10号住居跡遺物出

土状況，第11号住居跡完掘状況，第12号住

居跡完掘状況

PL8　第13号住居跡完掘状況，第13号住居跡遺物

出土状況，第14号住居跡完掘状況，第15号

住居跡完掘状況，第1号鍛冶工房跡完掘状

況，第1号鍛冶工房跡P2・P5遺物出土

状況，第1号鍛冶工房跡遺物（羽口）出土

状況，第1号鍛冶工房跡遺物（金床石）出

土状況

PL9　第1・5・6号土坑，第12号土坑，第14号

土坑，第14～24号土坑，第15・16号土坑，

第20号土坑，第23号土坑遺物出土状況，第

26号土坑遺物出土状況

PLlO　第32号土坑，第34号土坑，第39号土坑，第

45号土坑，第1号ピット群，第1号不明遺

構，第2号不明遺構，第‾3号不明遺構

PLll　第1・2・4号住居跡出土遺物

PL12　第3・4・5・6号住居跡出土遺物

PL13　第6～13号住居跡出土遺物

PL14　第11・13～15号住居跡，第1号鍛冶工房跡

出土遺物

PL15　第12号土坑，第1号溝，第1～．3号不明遺

構出土遺物

PL16　遺構外出土遺物

PL17　第1・6・10・15号住居跡，第1号溝，第

1号鍛冶工房跡出土遺物，遺構外出土遺物

PL18　第1・4・15号住居跡，第1号不明遺構出

土遺物，遺構外出土遺物

PL19　第1・6～8・10号住居跡，第12号土坑，

第1号鍛冶工房跡出土遺物

PL20　第4・15号住居跡，第2号不明遺構，第1

号鍛冶工房跡出土遺物，遺構外出土遺物

PL21第4号住居跡，第2号不明遺構，第1号鍛

冶工房跡出土遺物，遺構外出土遺物



第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

県道大洗友部線は，東茨城郡大洗町を起点とし，同郡茨城町で国道6号線と交差して西茨城郡友部町を結ぶ

主要地方道である。県内の産業活動の活性化に伴い，その基盤ともなる交通体系の整備は県勢発展の基本とし

て取り組まれてきた。交通量の緩和と道路網の整備を図るため，宮ケ崎地区において現在の道路に並行して新

たに道路を建設することとなった。

当遺跡のある宮ケ崎地区についても，平成7年9月21日，茨城県土木部道路建設課（水戸土木事務所）から

茨城県教育委員会あてに，主要地方道大洗友部線新設改築計画区域となっている東茨城郡茨城町大字宮ケ崎城

字北宮地内の埋蔵文化財の有無及びその取扱いについて照会した。これに対して茨城県教育委員会は，平成7

年9月26日に現地踏査を行った○平成7年9月29日，茨城県教育委員会から茨城県土木部道路建設課（水戸土

木事務所）あてに，主要地方道大洗友部線改築工事予定地内に「宮ケ崎城跡」が所在する旨回答した。平成8

年3月4日茨城県土木部道路建設課（水戸土木事務所）から茨城県教育委員会あてに，主要地方道大洗友部線

改築工事予定地内に「宮ケ崎城跡」の取扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を重ねた。

その結果，現状保存が困難であることから，平成8年3月11日，茨城県教育委員会から茨城県土木部道路建設

課（水戸土木事務所）あてに，「宮ケ崎城跡」を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財団法人茨城県

教育財団が紹介された。

第2節　調査経過

宮ケ崎城跡の発掘調査を，平成8年10月1日から平成9年3月31日までの半年間にわたって実施した。以下，

調査経過について，その概要を記述する。

10月1日発掘調査を開始するため，現場倉庫の設置，調査器材の搬入・補助員募集等の諸準備を行った。

14日に事務所を開設し，16日から補助員を投入して表採・試掘を開始した。17日に発掘調査の円滑な推進

と安全を祈願して，安全祈願祭を実施した。28日に3区の人力による表土除去及び遺構確認を開始した。

11月　3区の人力による表土除去・遺構確認を引き続き行い，奈良・平安時代を中心とした竪穴住居跡6軒を

確認するとともに，4区東側斜面の残材処理を行った。1，2，4区の重機による表土除去と遺構確認を

開始し，住居跡15軒と土坑44基を確認した。3区にテストピットの掘り込みを行った。

12月　2日に，方眼杭打ちを開始した04区のBトレンチの土層の掘り込みを行った。3区の遺構調査に入り，
C

西側から調査を開始した。第6号住居跡，第3号溝までの調査をほぼ終了した。

1月　7日から作業を再開し，1月下旬には3・4区の遺構調査及びトレンチ調査をほぼ終了した。鍛冶工房

跡を1棟検出し，鉄淳及び羽口が多数出土した。1，2区の遺構調査を開始し，住居跡5軒の調査を終了

した。20日からは，2区の堀の調査を開始した。

2月　4日に，水戸市飯富中学校の生徒4名が職場体験学習に訪れた。24日に宮ケ崎城跡で確認された「遺構・

遺物について」，千葉県文化財センター南部調査事務所副所長の柴田龍司氏を招いて研修を行った。

3月　8日に当遺跡の現地説明会を行った012日には航空写真撮影を実施し，18日から撤収の準備を開始した。
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21日には遺構調査が終了した。現場事務所では諸帳簿や諸記録の点検，調査区では安全対策を行い，25日

には現場事務所を閉鎖した。
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

宮ケ崎城跡は，茨城県東茨城郡茨城町大字宮ケ崎北宮293番地ほかに所在している。

茨城町は，茨城県の中央部よりやや東に位置し，北部は水戸市に，東部は渦沼を隔てて東茨城郡大洗町，鹿

島郡旭村に，南部は東茨城郡美野里町，小川町，鹿島郡鉾田町に，西部は東茨城郡内原町，西茨城郡友部町，

同岩間町に隣接している。

茨城町の地形は，町のほぼ中央部を東流する渦沼川と，その東に展開する渦沼（面積約9．35kが）によって，

台地を南北に二分されている。北部の台地は，標高25～30mの東茨城北部台地の先端部を形成し，北西から渦

沼前川を含む大小の支谷が渦沼に南面して開口している。南部に発達する台地は，東から大谷川，寛政川が渦

沼に流入し，その間に大小無数の支谷が台地深くまで侵入し，北部台地に比べて起伏も多く一層複雑な地勢を

成している。これらの河川流域の沖積低地は水田として，台地は畑地・樹園地として利用されている。
し

地質をみると，台地を形成している最も古い地層は新生代第三紀の地層で，岩質は水戸層と呼ばれている泥

岩である。水戸層の上には第四紀の地層が不整合に堆積しており，粘土・砂からなる見和層，礫からなる上市

層，灰褐色の常総粘土層，関東ローム層の順に堆積している。これらの地層はいずれもほぼ水平層である。

宮ケ崎城跡は，渦沼南岸の台地が渦沼に向かって突出している標高約25mのところに立地し，東西から入り

込んだ谷を利用し，台地の付け根のところに堀切を掘って外堀とし，その内側に土塁を築いている。主郭は台

地先端部の手前の部分にあり，主郭西側の斜面には崩落した部分がある。現況は畑地・山林である。

参考文献

・蜂須紀夫　　　　　『茨城県　地学ガイド』1986年11月

・茨城町史編さん委員会　「茨城町権現峯遺跡」1988年3月

・茨城町教育委員会　「小幡北山埴輪製作遺跡」1989年2月

・茨城町史編さん委員会　「茨城町上ノ山古墳」1994年3月

・茨城町史編さん委員会　「茨城町史　通史編」1995年2月

・茨城町史編さん委員会　「茨城町史　地誌編」1995年2月

第2節　歴史的環境

茨城町には，縄文時代から中世にかけての遺跡が数多く存在している。当町周辺は，渦沼をはじめ，渦沼川，

渦沼前川など水運に恵まれ，古代から人々が生活を営む場としては絶好の舞台となってきた。ここでは，宮ケ

崎城跡周辺の主な遺跡について時代を追って述べることにする。
（1）むかいじみなみ

旧石器時代の遺跡は，向地南遺跡く8〉で，打製石斧や槍先形尖頭器が出土している。
かねこだちにし

縄文時代の遺跡は，町内全域に113か所が確認されている。早期の遺跡には，金子立西遺跡く6〉や沈線文
なかおち

土器（三戸式，田戸式）が出土している中落遺跡〈21〉がある。前期になると遺跡数が増加する。渦沼周辺は
まえの　　　　　　　かねこだち　　　　　　　おやざわ　　　　　　　ごんげんみね　（2）

最も多く，前野遺跡〈10〉，金子立遺跡〈7〉，親沢遺跡〈9〉，権現峯遺跡〈14〉など10数遺跡が存在してい
ぉくのや　（3）

る。渦沼川流域には奥谷遺跡，また，縄文海進にともなって権現峯遺跡など8か所に貝塚が形成されている。
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てごさき　　　　　　だいどうにし　　　　　とうえいじ

中期になると，天古崎遺跡〈24〉や大道西遺跡〈13〉，東永寺遺跡〈15〉など前期よりさらに遺跡数が増し，
ぉっっみ　（4）

町内全域にみられるようになる。後期に入ると遺跡数は減少しはじめる。この頃小堤貝塚が形成される。晩
しもはじ　　　　　　　　かんや

期になるとさらに遺跡数は減少し，下土師遺跡，小堤貝塚，神谷遺跡〈16〉など10か所を数えるほどである。

晩期の遺跡はほとんどが後期から続く遺跡である。
かんやひがし　　　　　　にし

弥生時代の遺跡は，現在41か所確認されており，中期後半のものと思われる土器片が神谷東遺跡〈17〉，西
だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおばたけ　（5）

台遺跡〈18〉などで採集されている。後期前半の遺物としては，東中根式並行の土器片が大畑遺跡から採集
ながおか

されている。後期後半には，標式土器となった長岡式土器が，長岡遺跡と昭和61年度に当教育財団が発掘調査
こづる　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やぐら　（7）ぉぉどしもごう

した奥谷遺跡，小鶴遺跡の3遺跡から出土している。平成7年度に調査された矢倉遺跡，大戸下郷遺跡から後

期後半の十王台式土器片が出土し，平成8年度に調査された大畑遺跡からは，十王台式期の集落が確認されて

いる。
（6）

古墳時代になると遺跡数が増加する。奥谷遺跡からは，古墳時代前期の豪族居館跡の溝や住居跡が確認され，
ぉぉみね　（8）

渦沼周辺の神谷遺跡，神谷東遺跡，大峯遺跡，西台遺跡，権現峯遺跡などからも，前期の土師器や住居跡が確
なかいしぎき

認されてい＿る。また，中期から後期にかけての古墳が61基ほど確認されている。他に，渦沼北側には，中石崎
やかた　やま

古墳群〈12〉，館の山古墳〈23〉などもある。

律令制下の奈良・平安時代の茨城町は，那賀郡八部郷，茨城郡島田・安俣・白川郷，鹿島郡宮前郷に所属L
的　　　　　　　　　なかいしぎき　　　　　　　　みやだい　　　　　　　　かたやま　　　　　　　　かたばみ

ていた。この時期の遺跡は，渦沼周辺に中石崎遺跡〈11〉，宮台遺跡〈19〉，片山遺跡〈20〉，片喰遺跡〈14〉，

など町内全域に確認され，98遺跡を数える。奥谷遺跡からは，百数十点の墨書土器のほか円面硯や刀子が出土

している。特に，墨書の「曹司」は，宮中・官衛などの庁舎・宿直所・局・部屋などの意味があり，当時の奥

谷遺跡が官衝的あるいは公共的な施設を含む集落であったことを示している。

中世の遺跡は，主に城館跡である。すでに消滅したものまで含めるならば，その数は12か所に及んでいる。
おばた

現存する町内の城館の中では小幡城跡が最大規模である。小幡城跡は応永二十四年，常陸大捺詮幹の三男義幹

によって築城され，以後，九代の中務大輔義信に至るまで大捺家が城主であったと伝えられている。今回調査
みやがさき

した宮ケ崎城跡〈1〉は，宮ケ崎又太郎幹顕の居城であり，宮ケ崎氏は大株氏一族で，田野辺政幹の次子の家
個

幹が宮ケ崎三郎を称したことに始まったと言われていた。応永二十三年（1416），上杉禅秀の乱が起こると宮

ケ崎氏は前関東管領上杉禅秀に味方したため，翌年正月に禅秀が鎌倉で自害して反乱が鎮圧されると，宮ケ崎

城は廃城となったと伝えられている。宮ケ崎城跡の南方に位置する宮ケ崎館跡〈2〉も宮ケ崎氏ゆかりの遺構
いしざき

と考えられる。石崎城跡〈3〉は，渦沼を挟んで宮ケ崎城跡の対岸にあり，伝承によれば，この城跡は，石河

氏の一族で石崎保の地頭となった，石崎禅師房聖道の居城であったと言われている。その他，渦沼から渦沼川
やたべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　びさわ　　　　　　とりはた　　的　いいぬま

沿いに谷田部城跡〈4〉，奥谷館跡，小堤館跡，海老沢館跡〈5〉，鳥羽田城跡，飯沼城跡などが所在している。

奥谷遺跡からは，地下式壕，土坑，井戸，堀が確認され，土師質土器や陶器が出土している。前田地区の万東

山からは，13世紀前半と思われる「青白磁蓬牡丹文梅瓶」が出土している。

近世になると，町の中心部を南北に走る水戸街道に沿って，長岡，小幡は宿駅として発展した。海老沢，網

掛は水上交通の要所としても栄え，水戸藩をはじめ，仙台藩など奥州諸藩と江戸を結ぶ輸送経路の中継として

極めて重要な役割を果たしていた。

このように茨城町は，渦沼と渦沼川の水の便を擁し，古代から水運の中継地として重要な役割を果たすこと

により，早くから経済的に重要な位置を占めていたことがうかがえる。

※　文中の〈　〉内の番号は，表1，第2図の該当番号と同じである。
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『茨城県史料　考古資料編　古墳時代』　　　　1991年3月

『茨城県史料　考古資料編　奈良・平安時代』　1995年3月

『茨城県史料　中世編』　　　　　　　　　　　1986年3月

・茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地図』　　　　　　　　　　　　1990年3月
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表1宮ケ崎城跡周辺遺跡一覧表

番

ロ‾7テ

遺　 跡　 名

畳

追
跡
番
号

時　　　　 代

番

▼　ロ‾亨

遺　 跡　 ＿名

畳

退

．跡番
号

時　　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

°

．近

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

°

近

① 宮　 ケ　 崎　 城　 跡 4301 ○ ○ ○ 13 大　 運　 西　 遺　 跡 4286 ○ ○

2 宮　 ケ　 崎　 館　 跡 ○ 14 片　 喰　 遺　 跡 4329 ○ ○ ○

3 石 ・崎　 城　 跡 4300 ○ ．15 東　 永　 寺　 遺　 跡 191 ○ ○

4 谷　 田　 部　 城　 跡 ○ 16 神　 谷　 遺　 跡 42甲 ○ ○ ○

5 嘩　 老　 沢　 館　 跡 4302 ○ 17 神 ．谷　 東 ．遺　 跡 ’4339 ○ ○ ○ ○

6 金 子 立 西 遺 跡 ○ 0 ． 18 西　 台　 遺・ 跡 4311 ○ ○ ○

7 金　 子　 立　 遺 一跡 ．0 ○ 19 宮　 台　 遺． ‾跡 ○ ○

8 向　一地　 南　 遺　 跡 ○ ○ ○ 20 片　 山　 遺　 跡 205 ○

9 親　 ‾沢　 遺　 跡 4330 0 ○ ○ ○ 21 中　 落　 遺　 跡 4285 ○ ○ ○

10 前　 野　 遺　 跡 4347 ○ ○ 22 権　 魂．峯　 遺　 跡 43 12 ○ ○ ○

11 中　 石　 崎　 遺　 跡 4291 ○ ○ ○ 23 館　 の　 山　 古　 墳 213 ○

12 1 中 石 崎 古 墳 群 215 ○ ○ 24 天　 古　 崎　 遺　 跡 ○
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第3図　宮ケ崎城跡調査区割図
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第3章　営ケ崎城跡

第1節　遺跡の概要

宮ケ崎城跡は，東茨城郡茨城町の潤沼の南岸の宮ケ崎と綱掛の二つの集落の中間に位置する。渦沼南岸の台

地が潤沼に向かって突出している標高約25mの台地上に立地している。中世城郭としての宮ケ崎城跡は，突出

部先端に内堀と土塁で区画した城跡（主郭）を置き，その外を郭で囲み，更にその外側に谷を利用した外堀を

回している。今回の発掘調査区域は，この台地を区切る谷の一部とその北側の緩斜面，及び南側緩斜面の一部

である。調査区は，便宜上1～4区に分け，総面積は9，糾Om2である。現況は山林及び畑地である。

今回の調査によって，古墳時代の住居跡4軒，奈良・平安時代の住居跡11軒，鍛冶工房跡1棟，土坑1基，

中酎こ伴う堀跡1条，溝2条，土橋2か所，時期不明の土坑44基，ピット群1か所，溝6条，不明遺構3基を

検出した。

遣物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に40箱出土している。遺物の大部分は古墳時代，奈良・平安

時代の土師器，須恵器である。その他の遺物として，土玉，管状土錘，土製支脚，石製紡錘車，掃羽ロ，金床

石，鉄淳，刀子，石鍋片，土師質土器，瓦質土器片，陶磁器片，古銭などが出土している0

第2節　基本層序

調査2区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行

った（第4図）。

第1層は，40～45cmの厚さの耕作土層で，暗褐色をして

いる。

第2層は，5～10cmの厚さで，褐色をしたソフトローム

層への漸移層である。

第3層は，15cmほどの厚さで，明褐色をしたソフトロー

ム層である。

第4層は，30cmほどの厚さで，明褐色をしたハードロー

ム層である。
第4図　基本土層図

第5層は，30cmほどの厚さで，暗褐色の粘土混じりの層

である。

第6層は，10cmほどの厚さで，にぷい黄橙色をした粘土層である。

第7層は，20C皿ほどの厚さで，砂を少量含む黄橙色をした粘土層である。

第8層は，60cmほどの厚さで，砂質を大量に含む明黄橙色をした粘土層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。

ー9－



第3節　遺構と遺物

1　古墳時代の遺構

今回の調査で，古墳時代の住居跡4軒が検出された。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第5図）

位置　調査3区西部，C6go区。

規模と平面形　長軸5．13m，短軸4．88mの方形。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は8～20cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナーを除いた壁際を巡っている。上幅12～30cm，下幅4～9cm，深さ6cm，断面形はU字形

である。

床　中央部やや北側が踏み固められており，わずかに高くなっている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ118cm，袖幅140cm，壁外への掘り込みは35cmで，平面形は逆

U字形である。両袖部は一部粘土で構築されている。煙道部は火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　色　炭化粒子多量，焼土粒子・粘土中ブロック中量，焼土小ブロック・砂少量

2　明　褐　色　焼土粒子・粘土中ブロック多量，焼土小・中ブロック中量，砂少量
3　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・焼土小・中・大ブロック中量，砂・粘土少量
4　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土中ブロック多量，焼土小・中ブロック中量，砂少量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・焼土小・中・大ブロック中量，砂少量
7　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック・砂・粘土少量
8　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
9　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
10　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土少量，ローム小ブロック微量

11にぷい赤褐色　ローム小ブロック・由一ム粒子少量，焼土中ブロック微量

12　明赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，径18～25cmほどの円形，深さ37～39cmで，いずれも主柱穴と思

われる。

覆土　4層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含んでいるので人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片184点，須恵器片12点，土製品12点，不明鉄製品1点が出土している。第6図1の土師器杯，3

の高杯はそれぞれ中央部やや西側の覆土上層から出土している。2の土師器杯は，中央部やや南側の覆土上

層から4の土師器小形嚢はP3北側の覆土上層から，5の土師器嚢は竃内上層から，6の土師器小形嚢・7

の土師器嚢は中央部の覆土上層からそれぞれ出土している。8の土師器甑は中央部やや西側の覆土上層から

出土している。9の須恵器旗はP3内の覆土上層から出土し，第12号住居跡の覆土中から出土した旗の頚部

と接合した。湖西産と考えられる。10の須恵器趨頚部片は，竃袖部西側の覆土中から出土している。11～17

の土玉は，中央部東側から西側にかけての覆土上層から床面にかけて，それぞれ出土している。18の管状土

錘は，中央部の覆土上層から，19の管状土錘は竃内左袖部の覆土上層からそれぞれ出土している。20の羽口

はP3北側の覆土上層から出土している。近辺に鍛冶工房跡があり，混入と思われる。21の土製支脚は中央

ー10－
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部の覆土上層から出土している。22の不明鉄製品は覆土中から出土している。23は須恵器嚢の体部片で，外

面には縦位の平行叩きが，内面には同心円状の当て具痕が施されている。24は須恵器嚢の体部片で，外面に

は斜位の平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀後葉と思われる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 6 図 ま不 A ［13．0］ 底 部か らロ縁部 にかけての破片。丸 ロ綾部外面横 ナデ。体部外 面 長石 ・ス コリア P I　　 P L l l

1
土 師 器 B　 3．6 底 。体部 は内攣 して立ち上が り，体 下端手持 ちへ ラ削 り。 内面 へ にぷい橙色 60 ％

部 と口緑部 の境 に稜 を有す る。 口緑

部 は直立す ろ。

ラ磨 き。 内 ・外面黒色処理 。 普通 中央部 やや西側

覆土上層

2

杯 A ［10．0］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。丸 ロ縁部内面 か ら口緑部外両横 長右 ・砂粒 P 2　　　 P L l l

土　 師 器 B　 3．5 底 。体部 は内攣 して立ち上が り，体 ナデ。休部外 面下端手持 ちへ にぷい赤褐色 70 ％

部 と口縁部 の境 にわずかな稜 を有す

る。

ラ削 り。 内 ・外 面黒色処理 。 普通 中央部 やや南側

覆土上層

3

高杯 B （3．8） 脚 部片。脚部 はラ ッパ状 に開 く。 脚部外面へ ラ削 り。脚部 内面 石英 ・雲母 ・スコリア P 3　　　 P L l l

土　 師 器 E （2．9） ヘラナデ。外 面黒色処理 。 にぷい黄褐色

普通
5 ％
中央部や や西 側

覆土上層

4

小 形嚢 A 14．0 休部 か らロ緑部 にかけての破片。体 ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。休部 石英 ・雲母 ・スコリア P 4　　　 P L ll

土 師 器 B （17．3） 部 は緩やか に内攣 して立 ち上が り， 外面 へ ラ削 り後 ，ヘ ラ磨 き。 明褐色 5 0％

口縁 部 にい たる。 内面 へ ラナデ占 普通 P 3北 側 覆 土 上

層

5

小形 嚢 A ［12．0］ 体部 か ら口縁部 にかけての破片。体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部 長石 ・雲母 ・スコリア P 5　　　 P L ll

土 師 器 B （8．4） 部 は内攣 して立 ち上が り，体 部 とロ 外面 へ ラナデ。輪積 み痕有 り。 橙色 5 ％
縁融 の境 に棒状工具 による沈線 を有

す る。白縁部 は緩や かに外 反する。

普通 竃 内覆土上層

6°

小形 嚢 A ［13．8］ 体部 か ら口緑部 にか けての破 片。体 ロ縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 長石 ・雲母 ・スコリア P 6　　　 P L ll

土 師 器 B （7．9） 部 は内攣 して立 ち上が り，口縁 部は 内面 へラナデ。 にぷ い赤褐色 2 0％

緩や かに外 反す る。 普通 中央 部覆土上層

7

嚢 A ［14．2］ 体部 か ら口縁部 にか けての破片 。体 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部 長石 ・石英 P 7　　　 P L ll

土 師 器 B （9．7） 廓 は内攣 して立ち上が り， 口縁部 に 内面へ ラナデ。 内面 一部磨滅。 暗灰色 2 0％
い たる。 普通 中央 部覆土上層

8

甑 A　 23 ．3 口縁部一部 欠損 。単口式。体部 は外 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 長石 ・砂粒 P 8　　　 P L l l

土 師 器 B　 2 1．7 傾 して立 ち上が り，口縁部 は外 反す 外面へ ラ削 り。体部 内面へ ラ オリーブ色 9（）％

C　 8 ．0 る。 磨 き。 普通 中央部 やや西側

覆土上層

9

趨 B （14 ．0） 体部か ら頚部 にかけての破片。体部 体部か ら頸部内 ・外面 ロク ロ 長石 P l O　　　 P L l l
須 恵 器 の最大径 は上位 にあ り，．頚部 は くの ナデ。体部 上位 に穿孔 。 自然 灰色 20 ％

字状 に外反す る。 牙由が付着 してい る。 普通 P 3内覆土上層

10

趨 B （5．0） 頚 部破片。頚部 か らロ綾部 にか けて 頸部内 ・外面 へ ラナデ。頚部 長石 ・砂粒 P l l　　 P L l l

須 恵 器 鋭 く立 ち上が って外 反する。 内 ・外面 に自然粕。 灰オ リー ブ色
普通

2 0％
覆土 中

図版番号 券　 種

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ） 華量 （g）

第 6 図1 1 土　　　 玉 2．8 3．3 0．6 ～0．8 29．3 南西側覆土上層 D P l lO O％　　　　 P L 1 9

1 2 土　　　 玉 2．4 3．3 0．6 ～0．8 23．2 中央部やや西側 覆土上層 D P 2　 10 0％　　　　 P L 19

13 土　　　 玉 2．8 3．1 0．7 ～0．9 2 2．7 中央部覆土上層 D P 3　 100 ％　　　　 P L 19

14 土　　　 玉 2．1 2 ．6 0．6 ～0．8 14．0 中央 部覆土上層 D P 4　 100 ％　　　　 P L 19

15 土　　　 玉 2．2 2 ．5 0．8～ 0．9 13．0 中央 部やや東側覆 土上層 D P 5　 1 00 ％　　　　 P L 19

16 土　　　 玉 2．9 3．2 0．8～ 0．9 2 6．6 南側床 面 D P 6　 1 00 ％　　　　 P L 19

17 土　　　 玉 2．8 3．3 0．9～ 1．5 2 4．6 東側 中央床面 D P 7　 1 00 ％　　　　 P L 19

18 管 状 土 錘 8．1 3．9 1．1～ 1．5 13 1．7 中央部 覆土上層 D P 8　 1 00％

19 管 状 土 錘 7．0 4．7 1．4～ 1．5 16 1．0 カマ ド内覆土上層 D P 9　 10 0％

2 0 羽　　　 口 4 ．8 6．1 2．0～ 2．5 （14 4．4） P 3北側覆土上層 D P lO　 20 ％　　　　　 P L 19

2 1 土 製 支 脚 （7 ．6） 6．4 ～7．8 － （39 8．5） 中央部 覆土上層 D P 11 40 ％　　　　　 P L 19
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図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

第 6 図22 不 明鉄 製品 （3．8） 1．9 0．2 （4．4） 覆土 中 M l

第3号住居跡（第7図）

位置　調査3区西部，C6f8区。

規模と平面形　長軸［5．10］m，短軸5．08mの方形。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は4～11cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第7図　第3号住居跡実測図
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壁溝　東壁北半分から北壁，西壁の大部分の壁際を巡っている。上幅10～28cm，下幅4～12cm，深さ6～9cm，

断面形は逆台形である。

床　中央部がわずかに高くなっている。全体的に軟質である。

竜北壁中央部に付設されている○袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ100cm，袖幅104cm，壁外への掘り込

みは20cmほどである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は長径55cm，短径47cmの楕円形で，浅く

掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる0

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂少量，ローム粒子・鹿沼土微量
2　にぷい赤褐色　砂多量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　赤　褐　色　ローム粒子・鹿沼土少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック微量
4　にぷい赤褐色　砂多量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　橙　　　色　焼土粒子・炭化粒子・砂少量，鹿沼土微量
6　赤　褐　色砂多量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径48～55cmの円形，深さ50～57cmで，主柱穴と思われる。P5は

南壁中央の壁際から25cmほど内側に位置する○長径62cm，短径52cmの楕円形，深さ26cmで，出入り口施設

に伴うピットと思われる。

覆土　2層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物土師器片17点，土製品1点，礫1点が出土している。第8図1の土師器小形嚢はPl南側の床面から，

2の土師器嚢はP4北東側の床面から出土している0

所見本跡は，出土した遺物も少ないため時期を確定するのは困難であるが，遺構の形態や出土遺物から古墳

時代後期の6世紀後葉と思われる。

10cm

⊆二二」」＿∵∃

第8図　第3号住居跡出土遺物実測図
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第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 詩　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 8 園 小形 要 A 14 ．6 底部 か らロ縁部にか けての破 片。体 ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。体部 長石 ・石 英 ・雲母 P 14　　　　 P L 12

1 土 師 器 B 1 7．5 部 は緩 やかに内管 して立 ち上が り， 外面 へ ラ削 り。 内面へ ラナ デ。 橙色 8 5％

C　 7．6 口綾部 にいたる。 底部 へ ラ削 り後 ，ヘラ磨 き。 普通 P lの南側床 面

2

嚢 A 19 ．0 体部 か ら口緑部にか けての破 片。体 ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。体部 長石 ・石英 ・スコリア P 15　　　 P L 12

土 師 器 B　 25 ．6 部 は緩 やかに内攣 して立 ち上が り， 外 面へ ラ削 り。 内面へ ラナ デ。 橙色 4 0％

C　 7．2 口緑部 にいたる。 普通 P 4の北東側床面

第7号住居跡（第9図）

位置　調査3区北東部，C6f3区。

規模と平面形　北側半分以上が調査区域外のため規模や平面形は明らかではないが，長軸［4．50］m，短軸

（3．10）mである。

長軸方向［N－190－E］

壁　壁高は1～4cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15～35cm，下幅4～15cm，深さ4～6cm，断面形は逆台形で，南東コーナーを巡っている。

床　出入り口ピットから中央部にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは，径35cmの円形，深さ50cm，P2は長径45cm，短径34cmの楕円形，深さ

42cm，P。は長径46cm，短径30cmの楕円形，深さ40cmで主柱穴と思われる。P4は，長径56cm，短径40cm

の楕円形，深さ28～31cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5は径36cmの円形，深さ19cmで

性格不明のピットである。

二　ノ
第9図　第7号住居跡，出土遺物実測図
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覆土　残っていた覆土が浅く，土層が確認できなかった。

遺物土師器片8点，土玉1点が出土している。第9図1の土師器杯は，東壁側床面から横位で出土している。

2の土玉は，東壁側床面から出土している。

所見本跡の時期は，出土した遺物も少なく時期を確定するのは困難であるが，出土遺物から古墳時代後期の

7世紀後葉以降と思われる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

長石・雲母・スコリア

にぷい赤褐色

備　　　 考

P39　　　 P L 13

30 ％
第 9 図 ゴ不

土 師 器

A ［14．2］

B （3．8）

底部から口縁部にかけての破片。体

部は内攣 して立ち上がり　 体部とロ

ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部

外面へラ削 り。内面へラ磨 き。

1
口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
緑部の境に段を有する。口緑郡はや

や外反する。

内 ・外面黒色処理。 普通 東壁側床面

図版番号 器 ．種

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 廟　　　　 考

長さ（cm ） 径（cm ） 孔径（cm ） 重量（g）

D P 58 100％　　　　 P L 19
第 9 図2 土　　　 玉 2．4 3．1 0．7 23．0 東壁側床面

第9号住居跡（第10図）

位置　調査3区西部，C6h3区。

重複関係本跡の上には第8号住居跡が構築され，第3号溝に掘り込まれていることから，本跡は第8号住居

跡，第3号溝より古い。

規模と平面形　長軸［4．80］m，短軸［4・40］mの方形と推定される。

主軸方向［N－140－E］

壁　壁高は4～26cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

床　Plを取り囲むように周りが踏み固められており，わずかに高くなっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径20～40cmの円形，深さ25～57cmで，主柱穴と思われる。P5は，

径12cmの円形，深さ33cmで出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなる。ロームブロックや炭化物を含んでいるので人為堆積と思われる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・小ブロック中量，焼土少量

遺物土師器片8点，陶器片1点が出土している。第10図1の土師器嚢と2の土師器杯は，Pl北側の覆土上

層から，それぞれ出土している○

所見本跡の時期は，出土遺物も少なく時期を判断するのは困難であるが，古墳時代後期の7世紀後葉と思わ

れる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成

長石 ・石英 ・雲母

備　　　 考

P 44－45％　 P I．13

P　 の 北 側 覆土第10図 賓 A ［21．6］ 体部か ら口縁部 にか けての破片 。頸 ロ縁部 内 ・外面横 ナデ。内面

1 土 師 器 B （6．3） 部 は緩や かに くの字状 に外反 し，口

縁部 にいたる。

ナデ。 明褐色

普通

」■一

1　　　　 ハ　イ
上 層

0

2

・j不

土 師 器

A ［12．8］

B （2．2）

体部 か らロ縁部 にか けての破 片。体

部 は内攣 して立 ち上が り，口縁部 と

の境 に緩 やか な段 を有す る。

口縁 部内 ・外面横 ナデ。 長石 ・石失

明赤 褐色

普通

P 43 35弘 1P L13

P lの北 側 覆 土 －

上層
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第10図　第9号住居跡，出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

2　奈良・平安時代の遺構

今回の調査で，奈良・平安時代の竪穴住居跡11軒が検出された。道路幅の調査のため，住居跡の一部が調査

区域外に延びるものもあった。時期は8世紀初頭から9世紀後葉と考えられる。また，鍛冶工房跡1棟，土坑

1基が検出された。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第11図）

位置　調査3区西部，C6h9区。

重複関係　本跡は南東側を第1号鍛冶工房跡に掘り込まれていることから，第1号鍛冶工房跡より古い。

規模と平面形　長軸［4．20］m，短軸［4．10］mの方形。

主軸方向［N－140－W］

－18－
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第11図　第2号住居跡，出土遺物実測図
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壁　壁高は4～12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅12～22cm，下幅3～9cm，深さ9cm，断面形はU字形で，北壁と西壁の一部壁際を巡っている。

床　全体的に平坦で，竃から中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部やや東側に付設されている。規模は長さ92cm，袖幅104cm，壁外への掘り込みは20cmで，平

面形は三角形である。袖部は山砂混じりの粘土を貼り付けて構築されている。火床部は径25cmの円形で，

わずかに掘りくぼめられている。燃焼部奥から煙道部へは20度の角度で立ち上がる。

竃土層解説
1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量
2　黒　　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
5　黒　褐　　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
6　暗　赤　褐　色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック・ローム粒子微量
7　暗　褐　　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・微量
8黒褐色焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径22～28cmの円形，深さ34～48cmで，断面形は逆台形で主柱穴と

思われる。

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック少量
2　暗　褐　　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・山砂少量，焼土小ブロック・炭化物・ローム大・中ブロック微量

遺物　土師器片54点，須恵器片2点，土製品2点，陶器片1点が出土している。竃右袖部及びその周辺に遺物

が集中して出土している。第11図1の土師器嚢は，北東コーナー部の床面から，2の管状土錘はP4西側の

床面から，3の管状土錘はPl東側の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，出土した遺物も少ないため時期を確定するのは困難であるが，出土遺物から平安時代の8世紀

以降と思われる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器 ‘形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 11図 小形襲 A ［17．0］ 底部か ら口緑部 にか けての破片。体 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部 石英 ・雲母 ・スコリア P 12　　　　 P L ll

1 土 師 器 B 16．4 部 は緩 やかに内攣 して立 ち上が り， 外面 へラ削 り後，へ ラ磨 き。 にぷ い赤褐色 40％

C　 8．4 ロ緑部 にいたる。 内面 へラナデ。 普通 北東コ「ナー床面

図版 番号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g）

第11図 2 管 状 土 錘 5．5 2．9 0．8 ～0．9 50．7 P 4西側床面 D P 12　 100 ％

3 管 状 土 錘 4 ．b 2．3 0．7 ～1．2 22．5 P l東側床面 D P 13 ．100 ％

第4号住居跡（第12図）

位置　調査3区西部，C6f6区。

重複関係　第5号住居跡に掘り込まれていることから，本跡は第5号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．50m，短軸4．20mの方形。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は4～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　第5号住居跡に掘り込まれた南側部分を除いた壁際を巡っている。上幅15～38cm，下幅5～12cm，深

さ約10cmで，断面形はU字形である。

－20－
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第12図　第4号住居跡実測因
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床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

寵　北壁やや東寄りに付設されている。規模は長さ127cm，袖幅155cm，壁外への掘り込みは18cmで，平面形

は逆U字形である。袖部は，粘土・山砂・ローム粒子で構築している。火床部はわずかに掘りくぼめられ，

煙道部は火床部奥に向かってなだらかに立ち上がる。

寵土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子・山砂微量
2　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・山砂微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子・山砂微量
4　明　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・山砂微量
5　明　赤　褐　色　焼土粒子・山砂少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
6　赤　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

7　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子少量，山砂微量
9　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，粘土微量
10　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P2は，径42～45cmの円形，深さ62～64cm，断面形は逆台形である。P3・

P4は径30、35cmの円形，深さ47～50cm，断面形は逆台形である。いずれも主柱穴と思われる。P5は南側

中央の壁際から推定で約50cmほど内側に位置し，竃とほぼ同一直線上にある。掘り方は径32～40cmの楕円

形，深さ42cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は，長径65cm，短径25cmの楕円形で，性

格不明のピットである。

覆土　5層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む人為堆積である。

「－≠・‘：‾

第13図　第4号住居跡出土遺物実測図
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吉層窯説　富呂＝霊語霊鐙；謂豊，。＿ム大．中ブ。ツク微量
3　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子・山砂微量
4　褐　　　色　炭化粒子・ローム粒子・山砂微量
5褐　色炭化粒子・ローム粒子・山砂微量

遺物土師器片186点，須恵器片19点，石製品1点，鉄覿品1点が出土している。第13図1の土師器杯は中央

部やや北側の床面から，2の土師器賓は竃右袖前面部の覆土中層から，3の土師器嚢は竃左袖部前面の

床面から，4の土師器嚢はPl西側の覆土中層から，5の須恵器杯は竃左袖西側の覆土中層から，6の須恵

器杯は西側中央の覆土中層からそれぞれ出土している。7の須恵器蓋はPl東側から南側にかけての覆土中

層から床面にかけて出土している08の須恵器蓋はP4北西側の覆土中層から，9の土製支脚はPl南西

側の覆土中層から，10の石製紡錘車は，西側中央の床面から出土している011の刀子は南東側の覆土中か

ら出土している。

所見本跡の時期は，出土遺物と重複関係から奈良時代と思われる。須恵器蓋にかえりが付くことから，奈良

時代の8世紀前葉と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

胎土 ・色調 ・焼成

長石 ・石英 ・雲母

にぷ い橙色

備 一　　 考

P 16　　 P L 12

6 0％

図版番号 器　 種 計測値（血） 器 ・形　 の　 特 ・徴 手　 法　 の　 特　 徴

口縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部

外面 手持 ちへ ラ削 り　 内面里
第13甲 杯

ロ

A 15．4 底 部か ら口緑部 にか けての破 片。丸

立　ま内攣 して ⊥ち上 が り　 口
1 土 師 器 B　 5．4 底。体 郡古　　　　 且　　　 ，

縁部 は外 反する。

0　　　　　　　　ハヽヽ
色 処理。 普通 中央部や や北側

床面

P 1 7　　 P L ll

2

嚢 B （4 0） 底部か ら体 部 にか けての破片。体部 体 部外面下半へ ラ削 り。体部 石英 ・雲母 ・スコリア

土 師 器 C　 9．0 は内攣 して立 ち上が る。 内面摩滅。 橙色

掌通
15 ％

竃右袖前 面部覆

土 甲層

3

賓

土 ．師 器

B （7．6）

E ［‘8．4］

底部 か ら体部 にかけての破片。体部

は内攣 して立 ち上 がる。

・体部外面下半 へラ削 りb 体部．’

内面一部剥離 。底部外面 に木

葉痕。

石英 ・雲 母 ・スコリア

橙色

普通

P 18　　 ‾P L 12

20 ％

竃左袖 前面部床

面

4

嚢 A ［28 0］ 体 部か らロ縁部 にかけて の破 片。体 口縁部 内 ・外 面横ナ デ。内面 長石 ・石英 ・スコリア P 19 ＿　　 P L 12

土 師 器 B （6．2） 部 は内攣 して立 ち上が る。口緑 部は

外 反す る。端部 は上方 につ．まみ上 げ

られて いる。

ヘ ラナデ。 にぷ い褐色

普通

5 ％

P l西 側 覆土 中

層

5

杯

須 恵 器

A ［15 ．3］

B　 4 2

底部か ら口縁 部 にか けての破 片。平

底。体部 は外 上方へ直線 的に立 ち上

内 ・外 面 ロクロナデ。体 部下

端 手持ちへ ラ削 り。底部不定

長石 ・雲母 ・スコリア

橙色

P 20　　 P L 12

8 0％
°

C　 8 ．2 が り， ロ縁 部にい たる。 方向の手持 ちへ ラ削 り。 普通 竃左袖西側 覆土

中層

P 2 1　 P L 12

6

杯 A ［1 5 8］ 体部 か ら口緑部 にかけての破片。体 内 ・外面 ロクロナデ。体部下 長石 ・雲母 ・スコリア

須 恵 器 B （4 ．3）． 部 は外 上方へ直線 的に立ち上が り，

口縁部に いた る。’

端手持 ちへ ラ削 り。 にぷい黄橙色

良好

15 ％

西側 中央 覆土中

層

7

蓋 A 16 2 ロ縁部 一部欠損。擬 宝珠状のつ まみ 天井部 回転 へラ削 り。 口縁部 長石 ・雲母 P 2 2　　 P L 12

須 恵r器 B　 3．3

C　 3．8

G　 O．8

が付 く。天井部 は低 く丸 く， 口縁 部

内面 に短いか え りが付 く。

内面 ロクロナデ。 灰色

普通
80％　 P l東 側

か ら南 側の覆土

中層 か ら床面

8

・蓋 A ［14 8］ 口縁 部一部欠損 。ボ タン状 のつ まみ 天井部 回転 へ ラ削 り。 ロ縁 部 長石 ・雲母 ・スコリア P 2 3　　 P L 12

須 恵 器 B　 2．8

F　 3．8

G　 O．6

が付 く。天井部 は笠形 を している。

口縁部内面 に短 いか え りが付 く。

内面 ロクロナデ。 灰黄色

普通

45％

P 4北 西 側 覆土

中層

図版番号 券　 種

．計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　 考

．長さ（cm ） 径 （cm ） 厚さ（cm ）‘ 重量（g）

第13図 9 支　　　 脚 （ 4．5）＿ 4．8～5．4 4．0 （109．1） P l南西側覆土中層 D P 14　20％　　　　 P L 18

図版番号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値
石　 筆 出　 土　 地　 点 備　　　　 考

径（cm ） 厚さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g）

第13図10 紡　 錘　 車 （ 4．5） 1．9 0．7 （46．1） 粘 板 岩 西側中央床面 Q 1　 95％　　　　 P L 20

一23－



図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g）

第13図1°1 刀　　　 子 （ 9．7） 2．1 0．2′、1．3 （1・5．2） 南東側覆工中 M 2　　　　　　　　　　 P L 2 1

第5号住居跡（第14図）

位置　調査3区西部，C6h6区。

重複関係　第4号住居跡を掘り込み，第3号溝に掘り込まれていることから，第4号住居跡より新しく，第3

号溝より古い。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．70mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－250－E

壁　壁高は約8～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　主柱穴の内側を中心に踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ108cm，袖幅128cmで，壁外への掘り込みは30cmである。袖・

煙道部の遺存状況は良好であり，袖部は粘土と山砂を混ぜて構築されている。火床部は長径42cm，短径30cm

の楕円形で浅く掘りくぼめられている。煙道部は，火床部奥から約32度の角度で立ち上がる。

竃土層解説

1にぷい赤褐色　砂少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　6　にぷい赤褐色　焼土小ブロック多量，焼土粒子多量・炭化粒子・
2　明　赤褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子微量

3　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，
炭化粒子少量

4　赤　褐　色　焼土粒子・焼土中ブロック中量

5　暗赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量

ローム粒子少量
7　赤　褐′　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・粘土小

ブロック微量

8　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，砂粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P2は，径22～36cmの円形，深さ20～21cm，断面形は逆台形である。P3・

P4は径16～22cmの円形，深さ31～32cm，断面形は逆台形である。いずれも主柱穴と思われる。P5は南側

中央の壁際から推定で約100cmほど内側に位置し，竃とほぼ同一直線上にある。掘り方は径15～25cmの楕円

形，深さ9～13cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片40点，須恵器片1点，礫2点が出土している。第14図1の土師器杯は覆土中から，2の土師器

嚢は竃左袖前面部の床面から，3の土師器嚢は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀後葉と思われる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 ‾　形 ．の‘ 特　 徴 手　 法　 の　 特－・徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第14図 畢 A ［12．0］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部，体部内 ・外面ロクロ 石英 P 24　　 P L 12

1 土 師 器 B　 3．5 部は内攣して立ち上がり，日録部に ナデ。内面へラ磨き。内面 ・ にぷい橙色 5 ％
いたる。 外面一部黒色処理。 普通 覆土中

2

嚢 A 19．0 体部からロ緑部にかけての破片。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部 長石 ・石英 ・雲母 P 25　　 P L 12
土 師 器 B （6．3） 内攣して立ち上がり，口緑部にいたる。端 ．内面へラナデ。輪積み痕有 り。 スコリア　 橙色 5 ％

部は上方につまみ上げられている。 掌通 竃左袖前面部床面

3．

嚢 A ［19．2］ 休部から口緑部にかけての破片。体部は 口縁部内 ・・外面横ナデ。体部 長石 ・石英 ・雲母 P 26　　 P L 12
土 師 器 B （4．8） 内攣して立ち上がり，口緑部にいたる。端 内面へラナデ。輪積み痕有 り。 にぷい赤褐色 5 ％

部は上方につまみ上げられている。 普通 覆土中

ー24－
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第14図　第5号住居跡，出土遺物実測図

第6号住居跡（第15図）

位置　調査3区西部，C6f5区。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸5．55mの方形。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は12～22cmで，外傾して立ち上がる。

－25－
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第15図　第6号住居跡実測図
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第16図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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壁溝　上幅16～34cm，下幅5～10cm，深さ2～8cm，断面形はU字形で，仝周している。

床　全体的に平坦で，出入り口ピットから竃にかけての広い範囲が踏み固められている。

寵　北壁中央部に付設されている。規模は長さ118cm，袖幅150cm，壁外への掘り込みは17cmで，平面形は逆

U字形である。山砂混じりの粘土を北壁に貼り付けて構築されている。火床部は，長径54cm，短径38cmの

楕円形で，床面を浅く掘りくぼめている。煙道部は火床部奥から急角度で立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　　色　口一ム粒子，炭化粒子微量，砂少量

2　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・山砂・粘土少量

3　褐　　　　色　焼土粒子中量，炭化物少量，粘土微量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・粘土少量，焼土小ブロック中量
5　にぷい赤褐色　炭化物多量，焼土粒子中量

6　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土少量

7　褐　　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土少量

8　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
9　にぷい褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

10　褐　　　　色　焼土粒子中量，炭化物少量，粘土微量

11にぷい赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，炭化物・粘土少量

12　褐　　　色　炭化物多量，焼土粒子・ローム粒子少量

13　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土少量
14　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土少量

15　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径55～75cmの円形，深さ55～74cmで，主柱穴と思われる。P5は南

壁中央の壁際に接したところに位置し，長径98crn，短径50cmの楕円形，深さ39cmで，出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，自然堆積と思われる。

土層解

1　褐

2　暗

3　暗

4　褐

5　褐

6　暗

7　褐

8　に

褐

褐

色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

褐　色

色

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロ ーム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

ぷい褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

㊥㊥㊨◎㊥＠＠◎◎㊨

53　　　　54　　　　　55

第17図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）
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遺物　土師器片615点，須恵器片126点，土製品43点，不明鉄製品3点が出土している。第16～17図1の土師器

嚢は南東コーナー部の覆土中層から，2の土師器嚢は東壁側の覆土上層から，3の土師器嚢は北側の覆土中

から出土している。4の須恵器杯は西側壁溝の覆土上層から出土している。5の須恵器杯は北東コーナー部

の覆土下層から出土している。6の須恵器杯は中央部の覆土上層から出土している。7の須恵器恥ま竃左袖

西側の覆土上層から，8の須恵器杯はP3北側の覆土中層から，それぞれ出土している。9の須恵器杯は西側

の壁溝の覆土上層から，10の須恵器杯はP3内の覆土上層から，11の須恵器盤は南壁東側の覆土中層からそ

れぞれ出土している。12の須恵器杯はPlの東側から西側にかけての覆土上層から出土している。13～24の

土玉は中層から上層にかけて出土し，25～55の管状土錘は西壁側の覆土中層から上層にかけて集中して出土

している。56の鉄釘は北壁東側の覆土中層から，57の鉄釘はP3北側の覆土下層から，58の鉄釘はP2内の

覆土中層から，それぞれ出土している059・60は須恵器嚢の体部片で，外面に平行叩きが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀中葉と思われる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 ＿－ 備　　　 考

第1 6図 嚢 A ［2 2．0］ 体 部か らロ緑部 にかけての破片 。体

JJ　　　　　　JP　　　　　　J　立　　一

ロ縁部 内 ・外 面横ナデ。 内面

一・一一　　　　　　　　．・．．◆

長石 ・石英

●ぷい褐色

P 2 8　　 P L 12

5 9く

1
土　 師 器 B （7．0） 部 は内攣 して止 ち上が り， ロ緑 郡 に

いたる。端部 は上方 につ まみ上げ ら
れてい る。

ヘ フナァ。 に　 レ
普通 ・

0
南 東 コ－ナ －覆

土 中層

2

襲 A ［20．8］ 体部か ら口縁部 にか けての破 片。体 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。内面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 2 9　　 P L 12

土　師 器 B （8 ．5） 部は緩や かに内攣 して立 ち上 が り， ヘ ラナテP。 ス コリア ち％

口縁部 にいたる。 にぷ い橙色

普通
東 壁側覆土上層

3

嚢 A ［23 ．4］ 休部か ら口縁部 にか けての破 片。体 口縁部 内 1・外面横 ナデ。体 部 石英 ・雲 母 P 30

土 師 器 B （7．8） 部 は内攣 して立 ち上が り，口緑部 に 内面 へラナデ。 橙色 5 ％

い たる。端部 は上方 につ まみ上げ ら

れてい る。

普通 ． 北側覆土 中

4

：年 A ［13 ．5］ 底部 から口縁 部 にか けての破 片。体 底部 内面か ら体部外面 ロ クロ 長石 ・ス コリア ・ P 3 1　　 P L 1 2

須 恵 器 B　 4 ．3 部 は外上方 へ直線的 に立 ち上が る。 ナデ。体部外面下端手 持ちへ 針状鉱物 60％

C　 8．3 ラ削 り。底部へ ラ削 り。 灰色

普通
西側壁溝覆土上

層

5

杯 A ［14 ．4］ 底部 か ら口縁部 にか けての破片。体 底部 内面か ら休部外面 ロクロ 長石 ・ノ砂 粒 P 33　　 P L 12

須 恵 器 B　 3．8 部 は外上 方へ直線的 に立ち上が る。 ナデ。体部外面下端手 持ちへ 灰色 20 ％

C ［8．0］ ラ削 り。底部不定 方向のへ ラ

削 り。

普通 北東 コーナー覆

土下層

6

杯 A ［14：4］ 底部 か ら口緑部 にか けての破片。体 底部内面か ら体部外 面 ロクロ 長 石 ・石英 ・雲母 P 32　　 P L 12

須 恵 器 B　 3．8

C　 8．7

部 は外 上方へ直線 的に立ち上が る。 ナデ。底部 回転 糸切 り。 にぷい黄橙色

普通

40 ％

中央部 覆土上層

7

杯 A ［13．2］ 底部 か らロ緑部 にかけての破片。体 底部内面か ら体 部外 面 ロクロ 長 石 ・小礫 P 34　　 P L 12

須 恵 器 B　 4．2 部 は外 上方へ直線 的に立ち上が る。 ナデ。体部外面 下端回転へ ラ 灰色 20 ％

C ［8．2］ 削 り。底部 回転 へラ削 り。 普通 竃左袖側 覆土上

層

8

杯 A ［13．8］ 底部 か ら口縁部 にかけての破片 。体 底部内面 か ら休 部外面 ロクロ 長石 ・石英 ・小礫 P 3 5　　 P L 12

須 恵 器 B　 3．7 部 は外 上方へ直線 的に立 ち上が る。 ナデ。体部外面 下端手持 ちへ 灰 黄色 1 5％

C ［7．8］ ロ綾部 はや．や外反す る。 ラ削 り。底部不 定方向 のヘ ラ

削 り。

普通 P 3北側 覆 土 中

層

9

杯 B ’ 3．0 底部 か ら体部 にかけての破片。体 部 底部内面 か ら体 部外面 ロクロ 長石 「石英 P 3 6　　 P L 12

須 恵 器 C　 8．8 は外 上方へ直線 的に立ち上が る。口 ナデ。体部外 面下端回転へ ラ 灰 オ リーブ色 4 5％

縁部 はやや外反す る。 削 り。底部 回転 へ ラ削 り。 普通 西側 壁溝覆土上

層

10

杯 C ［8．8］ 底部 か ら体部 にかけての破片。体 部 底部内面 か ら体 部外面 ロクロ 長石 ・石 英 ・スコリア・ P 3 7　　 ‾P L 12

須 恵 器 は外 上方へ直線 的に立ち上が る。転 ナデ。体部外 面下端回転へ ラ 雲母 2 0％

ヘ ラ削 り。 削 り。底部 回 にぷい黄橙色

普通

P 3 内覆土上層

1 1

盤 B　 2．0 底部 破片。高台部 はハの字状 に開 く。 底部 内面 ロク ロナデ。底部 回 長石 ・石英 ・＿小礫 P 3 8 －　　P L 13

須 恵 器 D 14．4

E　 O．8

転へ ラ削 り。高台貼 り付 け。 灰 オリーブ色

普通

4 0％
南 壁東側覆土 中

層

12

蓋 A ［13．0］ 口縁 部か ら天井部 にかけ ての破片 。 天井部 回転へ ラ削 り。 ロ緑 部 長石 ・スコ リア P 27　　 P L 13

須 恵 器 B （ 1．4） ロ緑 部は短 く折 り返 され ている。 内 ・外面 ロク ロナ デ。 にぷ い橙色

普通

4 0％

P l東 側 か ら西

側 の覆土上層
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図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　 ．草
長 さ （cm ） 彿 （C聖） 孔径 （C血） 重量 （g）

第16図13 土　　　 玉 2．8 3 ．0 0．6～0．7 24．0 東側壁溝 中央覆土 上層 D P 15　 10 0％　　　　 P L 19

14 土　　　 玉 2．5 2．9 0．4～0．6 22．3 中央部やや東側 覆土上層 D P 1 6　 100 ％　　　　 P L 19

15 土　　　 玉 2．5 2．7 0．5～0．8 17．6 北西 コーナー覆土 上層 D P 1 7－ 100 ％　　　　 P L 19

16 土　　　 玉 （2 ．5） 2．9 0．6 （17．6） P 3北東側覆土 上層 D P 18　 80％　　　　 P L 19

17－土　　 ・玉 3．0 3．0 0．5 18．5 P 5西側覆土下層 D P 19　 100％　　　　 P L 19

18 土　　　 玉 2．9 3．0 0．5～0．6 17．6 P 3北東側覆土 下層 D P 20 1 00％　　　　 P ．L 19

19 土　　　 玉 2．9 3．1 0．5～0．6 ‘24．3 P 3内覆土上層 D P 2 1 10 0％　　　　 P ．L 19

2 0 土　　　 玉 （2．3） 　 2．4 0．4 ～0ニ5 （12．7） 西壁 中央覆土上層 D P＿22．　95％　　　　 P L 19

2 1 土　　　 玉 2．5 2．9 0．7～0．8 （12．6） 北西 コーナー覆土上層 D P 2 3　 95％　　　　 P L 19

2 2 土　　　 玉 2．6 3．0 0．7～0．8 2 2．1 竃左袖側 覆土中層 D P 2 4　 10 0％　　　　 P L 19

2 3 土　　　 玉 （2．0） 2．4 0．4 ～0．5 （14．2） 竃左袖側 覆土中層 D P 2 5　 95％　　　　 P L 19

24 土　　　 玉 （2．0） 3．1 0．9～1．．1 （20．9）－ 竃左袖側 覆土中層 D P 2 6　 95％　　　　 P L 1 9

2 5 管 状 土 錘 （5．6） 2．2 0．8 ～0．9 （18．3） 東壁溝北側 覆土上層 D P 2 7　 80％

26 管 状 土 饉 （3．9） 1．6 0．6 ～0．8 （10．3） 北東 コーナー覆土床面 D P 2 8　 90％

27 管 状 土 錘 4．0 1．8 0．6 ～0．8 12．5 東壁 中央覆土 上層 D P 2 9　 10 0％

28 管 状 土 錘 （3．9） 2．7 0．8 ～1．2 （51．3） 中央部や や南 側覆土上層 ・D P 3 0　 95％

29 管 状 土 錘 4．0 1．8 0．91～1．2 23．7 南壁側覆土上層 D P 3 1 100 ％

30 管 状 土 錘 7．4　‾ 2 ．7 0．8 73．0 中央部やや南側 覆土上層 D P 32　 100 ％

31 管 状 土 錘 7．2 1．8 0．7～0．8 3 1．9 南 壁側覆土上層 D P 33　 100 ％

32 管 状 土 錘 6．3 3．2 0．8～0．9 42．7 南壁 西側覆土上層 D P 34　 100 ％

33 管 状 土 錘 4 ．8 2．5 0．8～0．9 55．1 P 3北側覆土上層 D P 3 5　100 ％

34 管 状 土 錘 5．3 3．2 0．8～0．9 57．1 P 3北側覆土上層 D P 36　 100 ％

35 管 状 土 錘 5．3 3．2 0．7～0 ．8 4 7．9 西壁側 覆土 中層 D P 37　 10 0％

・36 管 状 土 錘 5．4 3．2 0．7～0 ．8 57．7 西壁側 覆土中層 D P 3 8　 10 0％

37 管 状 土 錘 （6．4） 3．2 0．8～1．1 （73．3） 西壁側 覆土中層 D P 3 9　 95％

38 管 状 土 錘 4．6 3．1 0 ．8～1．0 4 8．7 西壁側 覆土中層 D P 4 0　 10 0％

39 管 状 土 錘 4．3 3．4 0 ．8～1．2 5 3．4 西壁側覆 土中層 D P 4 1 10 0％

40 管 状 土 錘 4．8 3．2 1．1～1．2 5 1．5 西壁側覆土 中層 D P 4 2　rlO O％

41 管 状 土 錘 4．7 2．9 0．7 ～1．0 4 1．1 西壁側覆土 中層 D P 4 3　 10 0％　　　　 P L 1 9

42 管 状 土 錘 5．0 2．9 0．9 44 ．9 西壁側覆土 中層 D P 4 4　 10 0％　　　　 P L 1 9

43 管 状 土 錘 （5．7） 3 ．5 1．0 ～1．3 （65．7） 西壁側覆土上層 D P 4 5　 80 ％　　　　 P L 19

44 管 状 土 錘 4 ．8 2．9 0．9 42．4 西壁 側覆土上層 D P 4 6　 100 ％　　　　 P L 19

4 5 管 状 土 錘 5．5 3．3 ・0．8～1．0 65．7 西壁 側覆土 中層 D P 4 7 ・100 ％　　　　 P L 19

4 6 管 状 土 錘 4 ．5 2．1 0．8 3 2．1 西壁 側覆土 中層 D P 48　 100 ％　　　　 P L 19

4 7 管 状 土 錘 5．0 3．0 0．8 4 9．6 西壁 側覆土中層 D P 49　 100％　　　　 P L 19

4 8 管 状 土 錘 4．6 2．9 1．1 4 2．5 西壁 側覆土 中層 D P 50　 100％　　　　 P L 19

4 9 管 状 土 錘 （5．3） 3．0 0．9 （48．9） 西壁側 覆土上層 D P 5 1　 95％　　　　 P L 19　－

50 管 状 土 錘 4．3 写・9 0．8～1．0 3 9．8 西壁側 覆土上層 D P 52　 10 0％　　　　 P L 19

5 1 管 状 土 錘 4．9 2．9 0．9～1．1 4 5．9 西壁側 覆土上層 D P 53　 10 0％　　　　 P L 19

52 管 状 土 錘 4．9 3．2 1．1～1．2 5 0．5 西壁側 覆土上層 D P 54　 10 0％　　　　 P L 19

53 管 状 土 錘 6．0　－ 3．2 1．0～1．1 7 1．3 西壁側覆土 上層 D P 55　 10 0％　　　　 P ‘L 19

54 管 状 土 錘 5．0 3．1 0．9 ～1．0 4 5．8 西壁側覆土 上層 D P 56　 10 0％　　　　 P L 19

55 管 状 土 錘 4．1 3．．0 1．0 一一1．1 3 9．4 覆土 中 D P 5 7　 10 0％　　　　 P L 1 9 ‾
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図版番号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

第1・6 図56 釘 （5．1） 0．4～0．6 0．7 （5．2） 北壁東側 覆土 中層 ． M 3

5 7 釘 （4．5） 0．8 （0．6） （3．6） P 3北側 覆土下層 ーM 4

5 8 釘 （8．8） 1．1 0．6 （7．6） P 2内覆土中層 M 5

第8号住居跡（第18図）

位置　調査3区西部，C6g3区。

重複関係　第9号住居跡の上に構築し，第3号溝に掘り込まれていることから，本跡は第9号住居跡より新し

く，第3号溝より古い。

規模と平面形　一辺が4．40mの方形と推定される。

主軸方向［N－140－E］

壁　壁高は3～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　中央部が踏み固められている。

篭　北壁中央部に付設されている。規模は長さ100cm，袖幅120cm，壁外への掘り込みは30cmで，平面形は逆

U字形である。両袖は粘土を主体として構築されている。火床部は，長径80cm，短径65cmの楕円形で，深

さ10cmほどに掘り込まれている。煙道部は，火床部奥から30度の角度で立ち上がっている○

竃土層解説

1褐　　　　色　ローム粒子・砂少量
2　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，砂少量
3　にぷい暗褐色　焼土粒子・ローム粒子中量
4　褐　　　色　ローム粒子，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
6　褐　　　色　炭化粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径20～40cmの円形，深さ25～57cmで，主柱穴と思われる。P5

は，南壁から約30cm内側に位置し，竃と同一線上に並んでいる。径13cmの円形，深さ33cmで，出入り口施

設に伴うピットと思われる。

覆土　6層からなる。床面付近には，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子が含まれる人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子・小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム中ブッロク・炭化粒子・炭化物微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・砂少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・砂少量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，砂少量
6　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量，砂少量

遺物　土師器片146点，須恵器片11点，土製品3点，砥石1点，陶磁器片4点が出土している。第18図1の土

師器杯は内面が黒色処理され，北西コーナー部の壁溝覆土上層から出土している。2の土師器嚢は東壁側の

覆土上層から出土している。3の須恵器杯は，北西コーナー部の壁溝覆土上層から出土している。4・5の

土玉は覆土中から出土している。6の管状土錘は竃左袖側の西側覆土上層から出土している0

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の9世紀前葉と思われる。
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第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特 ‾　徴 手　 法 ・の’特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第18図 杯 A ［12．7］ 底部か ら口緑 部 にか けての破 片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。内面 長石 ・石英 ・雲母 P 4 0　6 0％

1 土 師 器 B　 4．8 部 は内聾 して立 ち上が り，口緑部 に ヘ ラ磨 き。 内面 黒色処理。 にぷい黄橙色 北西 コーナー壁

C　 7．4 い たる。 普通 溝覆土 上層

2

嚢
・A ［16．4］

体部 か らロ緑部 にか けての破片。頸 口縁部 内 ・外 面横ナデ。内面 石英 ・雲母 ・スコリア P 4 1　　 P L 13

土 師 器 部 は くの字状 に外反 し，口緑部 にい ナデ。 にぷい褐色 5 ％

B （2．4） たる。 普通 東壁側 覆土上層

3

杯 A 13．6 体部 一部欠項。平底 。体部は外上方 底部 内面 か ら体部外面 ロクロ 長石 ・石英 ・スコリア P 4 2　　 P L 13

須 恵 器 B　 4．9 へ 直線 的 に立 ち上が る。 ナ デ。底 部回転へ ラ削 り。底 針状 鉱物　 灰色 80 ％　 北西 コー

C　 8．0 部外面 にヘ ラ記号有 り。 普通 ナー壁溝覆土上層

図版番号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ・） 重量 （g）

第18図 4 土　　　 玉 2．5 2．8 0．6～0．7 2 1．7 覆土中 D P 5 9 100‾％

5 土　　　 玉 2．4 2．6 0．5．－0．6 1 6．4 覆土中 D P 6 0 100 ％　　　　 P L 19

6 管 状 土 錘 （3．3） 2．0 0．7～0．8 （13 ．0） 竃左袖側西側覆土 上層 D P 6 1　 9 5％

第10号住居跡（第19図）

位置　調査3区南西部，C6il区。

規模と平面形　南側半分以上が調査区域外のため規模や平面形は明らかではないが，現存するのは長軸（4・60）

m，短軸（1．60）mで長方形と推定される。

主軸方向［N－180－E］

壁　壁高は1～10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅11～20cm，下幅2～4cmで，調査区域外を除いてほぼ巡っている○

床　全体的に凹凸で，ピット周辺は撹乱を受けている。

竃　北壁ほぼ中央部に付設されている。竃の規模は長さ100cm，袖幅95cm，壁外への掘り込みは40cmである。

遺存状態は良好である。火床部は長径42cm，短径30cmの楕円形で，深さ10cmほど掘りくぼめている0煙道

部は火床部奥から緩やかに立ち上がっている。

竃土層解説
1極暗赤褐色　砂中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，砂少量
3　にぷい赤褐色　砂多量，焼土粒子少量
4　暗赤褐色　砂・焼土粒子多量，炭化粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径30cmの円形，深さ56cmで主柱穴と思われる。P2は，径20cmの円形，

深さ47cmで補助柱穴と思われる。

覆土　7層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐
2　暗　褐

3　黒　褐

4　暗　褐
5　褐
6　暗　褐

7　褐

色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　土師器片31点，須恵器片8点，土玉1点，軽石2点が出土している。第19図1の土師器嚢は竃内中央の

覆土中層から，2の須恵器杯は竃右袖側の覆土上層から，3の須恵器杯は竃前面部の覆土上層から，4の須

恵器蓋は，竃左袖前面部の覆土上層から，それぞれ出土している。5は須恵器賓の口緑部で，外面には，3
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本櫛歯の波状文と平行文が施されている。6の土玉は，北側の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀後葉と思われる。

l

二、
l

l
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第19図　第10号住居跡，出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 1 9図 襲 A ［1 5．8］ 休部 から口緑 部にか けての破 片。茹 口緑 部内 ・外面横 ナデ。内面 長石 ・石 英 ・雲母 P 4 5　　　 P L 13

1
土　 師　 器 B （2．9） 部 は くの字状 に外反 し， ロ縁部 にい ナデ。 赤褐色 5 ％

た る。端部 は上方につ まみ上げ られ

てい る。

普通 竃内覆土 中層

2

杯 A ［14．4］ 底部か ら口緑部 にかけて の破片 。体 底部 内面か ら体部外 面 ロクロ 長石 ・石英 ・針状 P 4 6　　　 P L 13

須 恵　 器 B　 4．6 部は外上方へ 直線的 に立 ち上 が り， ナデ。体部外面下端 回転へ ラ 鉱物　 灰色 4 0％

C ［8．6］ 口縁部 にい たる。 削 り。 普通 竃右袖側覆 土上

層

3

杯 B （ 1．8） 底 部か ら体部 にかけての破片。休 部 底部 内面か ら体部外 面ロ クロ 長石 ・雲母 P 4 7　　　 P L 13

須 恵　 器 C ［9．6］ は外上方へ直線 的に立 ち上が る。 ナ デ。底部手持 ちへ ラ削 り。 灰色

普通

5 ％
竃 前面部覆土 上

層
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図版番 号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第19園 蓋 A ［18 ．8］ ロ緑部 から天井部 にか けての破片。 天井部回転へ ラ削 り。ロ縁部 長石 ・石英 P 48　　 P L 13

4
須 恵 器 B （3．2） 天井部 は低 く丸 く， ロ綾部 は短 く折 内 ・外 面 ロクロナデ。 ロ緑部 黄灰 色 40 ％

り返 されている。 内面の一部 に自然粕。 普通 竃左袖 前面 部覆

土上層

図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第19 図 6 土　　　 玉 2．8 2．6 0．7～0．8 18．3 覆土中 D P 6 2 10 0％　　　　 P L 19

第11号住居跡（第20図）

位置　調査2区西部，D2a7区。

規模と平面形　北西部が調査区城外のため規模や平面形は明らかでなく，現存するのは長軸（4．07）m，短軸

（2．67）mである。

主軸方向［N－130－E］

壁　壁高は4～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅10、20cm，下幅5、12cm，深さ4～6cm，断面形はU字形で，北東側と南東コーナーを巡っている。

床　中央部が踏み固められている。
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竃　北壁中央部に付設されている。ほとんどは削平されているので，痕跡のみ確認できる。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは，長径30cm，短径35cmの楕円形，深さ38cm，P2は長径45cm，短径40cm

の楕円形，－深さ55cmで主柱穴と思われる。

覆土　5層からなり，人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子・焼土小ブロック少量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，＿焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・焼土中ブロック少量
5　褐　　　　色　ローム粒子中量，鹿沼土少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片24点，須恵器片7点が出土している。第20図1の土師器嚢は南側壁溝中央部の覆土上層から，

墨書のある2の須恵器蓋は，北東コーナー部の床面から，3・4の須恵器杯は北東コーナー部の床面から重

なって，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀後葉と思われる。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（C級） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の ・特　 徴 r胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考 ・

第 20 図 襲 B （4．5） 底部 か ら体部 にかけての破片。体部 体部外面 へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 5 0　　 P L 14

1
土 師 器 C ［9．4］ は内攣 して立 ち上 がる。 き。体部 内面へ ラナデ。木葉

痕有 り。

ス コリア

にぷい褐色　 普 通

1 0％

南側壁 溝覆土上

層

2

蓋 A ［15．4］ 口緑 部か ら天井部 にかけての破片 。 天井部 回転へ ラ削 り。 口線部 長石 P 5 3　　 P L 13

須 恵 器 B （2．2） 天 井部 は笠形 を している。 口緑部 は 内 ・外面 ロ クロナ デ。天井部 灰 色 ‘1 5％

短 く折 り返 され ている。 に 「巽」 の墨書。 普通 北東コーナー床面

3

ま不 A ［12．4］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片 。体 底部 内面 か ら体部外面 ロクロ 長石 ・石莱 P 5 1　　 P L 13

須 恵 器 B　 4．5 部 は外 上方へ直線 的に立 ち上が る。 ナ デ。体 部外 面下端手持 ちへ 灰 色 4 0％

C ［7．8］ ラ削 り。底 部へ ラ削 り後 ，ナ

デ。

普通 北東コーナー床面

4 ．

杯 A ［13．8］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片 。体 底部 内面 か ら体部外面 ロクロ 長 石 ・石英 P 5 2　　 P L 13

須 恵 器 B　 4．°8 部 は外 上方へ直線 的に立 ち上が る。 ナ デ。体部外 面下端手持 ちへ 灰色 20 ％

C　 9．6 ラ削 り。底 部回転へ ラ削 り後 ，

へラ ナデ。

普通 北東コーナー床面

第12号住居跡（第21図）

位置　調査2区西端部，D2C8区。

規模と平面形　住居跡の南半分と西側一部が調査区城外のため，規模は明確ではない。一辺が3．60mの方形と

推定される。

主軸方向［N－190－E］

壁　壁高は約1～8cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　竃から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されているが，上部が削平されており火床部と袖部の痕跡のみを確認した。火床部は浅

く，火熱をうけて赤変している。

覆土　7層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
2　褐　　　　色　ローム粒子，焼土粒子少量
3　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
4　褐　　　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量
5　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土ブロック少量，炭化物微量
6　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土ブロック少量
7　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量
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遺物　土師器片25点，須恵器片5点，鉄製品3点が出土している。第21図1の土師器嚢は中央部やや北側の覆

土中層から，2の土師器嚢は中央部の床面から，それぞれ出土している。3の須恵器蓋はPl南側の床面か

ら，4の須恵器蓋は竃右袖部側から東壁の覆土下層にかけて出土している。5の須恵器蓋はPl北東側の覆

土中層から出土している。また，覆土中から出土した旗の頚部片は，180m東に位置する第1号住居跡から

出土した旗の体部と接合した。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀後葉と思われる。

第21図　第12号住居跡，出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

叫　　　ol
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

0　　　　　510cm

トー1－l－・1－1

図版番号 器　種 計測値（m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第21図 嚢 A［18．2］体部から口綾部にかけての破片。頸 ロ縁部内・外面横ナデ。休部 石英・雲母 P54　　 PL 13

土師器 B（7．1）部はくの字状に外反し　ロ縁部にい 内面ナデ。 にぷい黄褐色 5％

1 ロ
たる。口緑端部は上方につまみ上げ

られる。

普通 中央部やや北側

覆土中層

2

要 A ［18．2］体部からロ縁部にかけての破片。頚 ロ縁部内・外面横ナデ。体部 長石・石英・雲母・P 55　　 P L13

土師器 B（7．0）部はくの字状に外反し，口綾部にい 内面へラナデ。輪積み痕有＿り。スコリア 10％

たる。口縁端部は上方につまみ上げ

られている。

灰色

普通

中央部床面
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第21図 蓋 A ［15．0］ 口緑部から天井部にかけての破片。 天井部回転へラ削り。ロ緑部 長石 ・石英 P 56　　 P L 13

須 恵 器 B　 3 2 扇平な擬宝珠状のつまみが付 く‘。天 内 ・外面ロクロナデ。 灰色 30％

3 F　 2．9

G l：0

井部は笠形 をしている。口縁部は短．

く折 り返 されている。

普通 P l南側床面

4

蓋 A ・［18．0］ 口縁部から天井部にかけての破片。 天井部回転へラ削り。ロ縁部 長石 P 57　　 P L 13

須 恵 器 B （2．7） 天井部は笠形をしている。口緑部は から体部内 ・外面 ロクロナデ。灰色 20％

短 く折 り返されている。 普通 竃右袖側から東

壁側覆土下層

5

蓋 A ［16．0］ 口緑部から天井部にかけての破片。＿天井部回転へラ削り。口緑部 長石 ・石英 ・雲母 P 58　　 P L 13

須 恵 器 B （2．8） 天井部は笠形をしている。口縁部は 内 ・外面ロクロナデ。 にぷい黄橙色 40％

短 く折 り返されている。 普通 P l北東側覆土

中層

第13号住居跡（第22図）

位置　調査1区北東部，C2j3区。

規模と平面形　長軸3．82m，短軸3．58mの方形。

主軸方向　N－430－E

壁　壁高は8～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅15～30cm，下幅5～10cm，深さ6～8cm，断面形は逆台形である。竃部を除き巡っている。

床　床面中央部が踏み固められており，わずかに高くなっている。

竃　北壁中央に付設されている。規模は袖幅［80］cm，と推定される。両袖は壊されており，袖部の一部が

山砂混じりの粘土で構築されていた痕跡を確認できる程度である。火床部は長径［40］cm，短径［23］cm

の楕円形状で，浅く掘りくぼめられている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径18～22cmの円形，深さ33～46cmで，主柱穴と思われる。P5

は，南壁から約50cm内側に位置し，竃と同一線上に並んでいる。長径70cm，短径50cmの楕円形，深さ18cm

で，出入り口施設に伴うピットと思われる。

覆土　5層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量
2　暗　褐　ノ色　焼土粒子，ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
5　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片58点，須恵器片8点，陶磁器片3点が出土している〇第22図1の土師器杯はPl北側の床面か

ら，2の土師器嚢は北西側の床面から，3の土師器嚢はP5南側の覆土下層から，それぞれ出土している。

4の土師器嚢は北側の覆土下層から，5の手捏土器は中央部やや東側の覆土下層から，6の須恵器杯はP5

南側の覆土下層から，それぞれ出土している。7の須恵器杯は北西コーナー部の覆土下層から，8の須恵器

杯はPl西側の床面から，それぞれ出土している。9の須恵器蓋はPl南西側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と思われる。
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第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 ．器　 種 計測値（皿 ） 器　 形　 の　 ‾特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第22図 杯 ・A 14．8 底 部か ら口緑部 にかけての破片 。平 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 石英 ・雲母 P 5 9　　 P L 13

1
土 師 器 B　 6．1 底 。体部 は内攣 して立 ち上が り，口 外面 へラ削 り。 にぷい赤褐色 75％

C ．7．4 縁 部 にいた る。 普通 P l北側床面

2

嚢 A ［2 0．0］ 体部 か ら口緑部 にかけての破片 。体 口縁部 内 ・外 面横ナ デ。体部 石英 ・雲母 P 6 0　　 P L 13

土 師 器 B （15．1） 部 は内攣 して立 ち上が り， ロ緑部 に 内面へ ラナデ占 にぷい橙色 20％

いたる。 普通 北西側 床面

3

嚢 A ［2 2．0］ 体部 か ら口緑部 にかけての破片 。頸 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。体部 石英 ・雲 母 ・スコリア P 6 1　　 P L 13

土 師 器 B （9．9） 部 は くの字状 に強 く外 反 し， ロ緑部 内面 ナデ。 橙 色 20％

にいたる。端部 は上方 につ まみ上 げ

られている。

普 通 P 5南側覆土下層

4

賓 B ［2．4］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片。体 底部内面へ ラナデ。底部 に木 長 石 ・石英 ・雲 母 P 62　　 P L 13

土 師 器 C ［12．8］ 部 は外 方に直線的 に立 ち上が る。 菓痕有 り。 にぷい黄橙色

普 通

10％

北側覆土 下層

5

手捏土器 B　 5．6 底部 か らロ縁部 にか けての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。底部 石英 ・雲母 P ‘63．　 P L 13

土 師 器 C　 6．6 部 は外 反 して立 ち上が り，口縁部 に に木葉痕有 り。体 部内面剥離。 にぷい褐色 40 ％

い たる。 普通 中央部 やや東側

覆土下層

6

杯 A ［13 ．4］ 底部か ら口縁 部 にか けての破片。体 底 部内面か ら体部外 面 にか け 長石 ・雲母 ・針状 P 64　 ・P L 14

須 恵 器 B　 4 ．1 部 は外方 に直線的 に立 ち上が り， 口 てロ クロナ デ。底部 回転へ ラ ＿鉱物　 灰 色 60％

C l O．0 緑部 にいたる。 削 り。 普通 P l南西側 床面

7

杯 A ［13 ．3］ 底部か ら口縁 部 にか けての破 片。平 底 部内面 か ら体部外 面にかけ 長石 ・石 英 ・雲母 P 65　　 P L 14

須 恵 器 B　 3 ．5 底。体部 は開 きなが ら立 ち上が り， てロ クロナ デ。底部不 定方向 黄灰色 80％

C　 8．5 口縁部 にいたる。 の手持 ちへ ラ削 り。 普通 北西 コーナー覆

土下層

8

杯 B ［4 ．0］ 底部か ら体部 にかけでの破片 。体部 底部 内面か ら体部外面 にかけ 長石 ・石 英 ・雲母 P 66　　 P L 14

須 恵 器 C　 8 ．7 は開 きなが ら立ち上が り，ロ綾部 に てロクロナデ。底部不 定方向 黄灰色 60％

い‘た る。 の手持 ちへ ラ削 り。 普通 P l西側床 面

9

蓋 A 14．0 擬 宝珠 のつ まみが付 く。天井部 は笠 天井 部回転へ ラ削 り1。口緑 部 長石 ・石英 ・針状 P 67　　 P L 14

須 恵 器 B　 3．0 形 をしてい る。口緑部内面 に短いか 内面 ロク ロナ．デ。 鉱物　 灰色 10 0％

G　 O．6

F　 3．3

え りが付 く。 普通 P l南西側床 面

第14号住居跡（第23図）

位置　調査1区北部，Dli4区。

規模と平面形　南東コーナーを確認したのみで，他は調査区城外のため，規模や平面形は明らかではない。確

認できた壁の長さは長辺（2．90）m，短辺（1．80）mである。

主軸方向［N－490－E］

壁　壁高は1～32cmで外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅2～27cm，下幅3～9cm，深さ5cm，断面形は逆台形で，南東コーナーを巡っている。

床　主柱穴の内側の中央部が踏み固められて，わずかに高い。

ピット　1か所。Plは，径23cmの円形，深さ41cmで，主柱穴と思われる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

3　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片2点，須恵器片2点が出土している。第23図1の須恵器杯はPlの西側床面から出土している。

2の須恵器盤は西壁側中央床面から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく時期を判断するのは困難であるが，奈良時代の8世紀前葉と思われる。
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第23図　第14号住居跡，出土遺物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表

手　 法　 の　 特　 徴

底部内面から体部外面ロクロ

ナデ。底部不定方向のヘラ削

胎土 ・色調 ・焼成

長石 ・石英 ・スコ

リア ・雲母

備　　　 考
図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 一形　 の　 特　 徴 1

第23図 杯

須 恵 器

B （2．9）

C ［9．6］

底部か ら体部にかけての破片。体部

は外上方へ直線的に立ち上がる。

P 68　　 P L 14

10 ％

1
り。 にぷい黄橙色

普通

」繍一

P l西側床面

2

盤
須 恵 器

A ［21．0］

B　 3 9

底部から口線部にかけての破片。高

台部はハの字状に開 く。
底部内 ・外面ロクロナデ。底

部回転へラ削 り後，高台貼り

長石 ・石央 ・小礫

灰オリーブ色
P 69　　 P L 14

30％
D ［17．0］

E　 1．0

付け。 普通 西壁側中央部床

面

第15号住居跡（第24図）

位置　調査2区東部，C5i6区。

規模と平面形　長軸2．81m，短軸2・80mの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は34～54cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝南西コーナーの壁下と東側半分の壁下を巡っている。上幅7～40cm，下幅10～12cm，深さ4cm，断面

形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている○

竃北壁中央部に付設されている○規模は長さ185cm，袖幅145cmで，壁外への掘り込みは20cmである。袖部

は山砂混じりの粘土で構築されている○

竃土層解説
1暗　褐　色　砂少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　褐　　色　炭化粒子・ローム粒子微量，焼土粒子中量，砂少量
3　暗　褐　色　山砂少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

ピット　確認できなかった。

貯蔵穴北東コーナー部に付設されている。径45cmの円形，深さ38cmである。断面形は逆台形である。

覆土　7層からなり，人為堆積と思われる○
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第24図　第15号住居跡実測図

土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　　色

3　褐　　　　色

4　褐　　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　　色

ローム粒子少量

焼土粒子・ローム粒子少量
ローム粒子・ローム小ブロック少量
ローム粒子少量
焼土粒子・ローム粒子少量

焼土粒子・ローム粒子・ローム小ブロック少量
焼土粒子・ローム粒子・ローム小ブロック少量

0　　　　　　　　　　　　　1m

ト－・－　‥十一　－i

遺物　土師器片200点，須恵器片4点，砥石1点が出土している。第25図1の土師器婆は，底部から体部にか

けての破片であり，竃内の覆土下層から出土している。2の土師器嚢は，中央部から南西コーナー部の覆土

中層から床面にかけて出土している。3の土師器甑は中央部東側の覆土中層から床面にかけて出土している。

4の須恵器蓋は南西側の覆土中層から出土している。5の須恵器量は中央部から南西側の覆土中層から床面

にかけて出土している。6・7の管状土錘は竃や中央部付近の覆土中層から上層にかけて出土している。8

の土製支脚は貯蔵穴の覆土上層から出土している。9の砥石は，南側中央の覆土上層から出土している。10

・11は須恵器嚢の体部片で，外面に格子目状の叩きが，内面に同心円状の当て具痕を残している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と思われる。
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第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成

一l尋・－

備　　　 考

P 70　　 P L 14

●●
第2 5図 棄 B （20．0） 底 部か ら休部 にか けて の破 片。体部 体部外面 へ ラ磨 き。 内面 ナデ。 長石 ・石失 ・小礫

1
土 師 器 C　 9．5 は緩やか に内攣 して立 ち上が る。 底部 に木葉痕有 り。 橙色

普通

・Jkト

50 0

竃内覆土下層

2

賓 B （2 ．9） 底部か ら体部 にか けての破片。体部 体 部外 面へ ラ磨 き。体 部内面 長石 ・石失 P 7 1　　 P L 14

土 師 器 C　 9．5 は外傾 して立ち上が る。 ヘラナデ。底部 に木 葉痕有 り。 明赤 褐色

普通

一Iでトー

10 ％

中央部 か ら南西

コーナー覆土中

3

甑 A　 2 3．3 ロ緑部 欠損 。単 口式 。体 部 は外傾 し 体部外面へ ラ削 り後，へ ラ磨 長 石 ・石＿失 ・雲 母 ・ P 72　　 P L 14
日

土 師 器 B　2 1．7

C　 8．0

て立 ち上が る。 き。体部内面 へラナテP。 ス コリア
橙 色　 普通

」kl一一

3 0％
中央部東側覆土中

4

蓋 A ［8．0］ ロ縁部 か ら天井部 にかけて の破片 。 天井部 回転へ ラ削 り。 口縁部 長石 ・石失 P 7 3　　 P L 14

須 恵 器 B　 2．0 天井部 は低 く丸 く　 口緑部 内面に短 内 ・外面 ロクロナデ。 灰 色 15％

I
いか．え りが付 く。

普通

一H一

南西 側覆土 中層

P 74　　　 P L 14

5

蓋 A ［15．6］ ロ縁 部か ら天井 部にか けての破片。 天井部 回転 へ ラ削 り。 ロ縁部 長石 ・石 央

須 恵 器 B （2．2） 天 井部は低 く丸 く　 ロ縁部 内面 に短 から体部 内 －・外面 ロクロナテP。 灰色 15％

I
いか え りが付 く。

普通 中央部から南西側

覆土中層から床面

図版番号 器　 種

計　　　　 測　　　 ．値
出 ‾　土 ．地 ．点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g）

第 2 5図 6

7

管 状 土 錘

管 状 土 錘

（12．0） 4 ．8 1．6 （2 54 ．5） 竃前面部覆土 中層 － D P 63　 80 ％

（10．8） 4．2 1．4 （19 1．1） 中央部覆土上層 D P 64　 9 0％

D P 6 5　 6 0％　　　　 P L 188 土 製 支 脚 （11．8） 6．2～ 8．2 －
（5 10．5） 貯蔵穴覆土上 層

図版 番号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値 ‘
出 。土　 地 ・点 備　　　　　 考

Q 2 石 質　 砂岩　　　 P L 2 0

長 さ（c m ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

第2 5図 9 砥　　　 石 ． ・8 ．7 7．．0 2．9 24 1．8 南側 中央部覆土上層

表2　宮ケ崎城跡住居跡一覧表

住居跡

番号
位置 主軸 方向 平面形 ‘

規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm ）

床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 出　 土 遺　 物

土師器184　須恵器12
土製品12　不明鉄製品1

土師器洪　須恵器2
土製品2　陶器片1

備　　　 考

新旧関係（古→新）壁溝 ピット主柱穴 出入口 炉 ・竃 貯蔵穴

・1 C 6go N －100－W 方　 形 5．13×4．88 8 ～20 平担 一部 3 竃 人為

本跡→ 第 1 号
鍛 冶工房跡2 C 6h9 ［N －140－W ］ ［方　 形］ ［4．20］×［4．10］ 4 ′－12 平担 一 部 4 竃 自然

3 C 6f8 N －230－W 方　 形 5．10×［5．08］ 4 ～11 平担 一部 4 1 竃 人為 土師器17
土製品1 礫1

土師器186　須恵器19
石製品1 鉄製品1

土師器40　須恵器1

土師器615　須恵器126
土製品43　鉄製品3

土師器8　土製品1

土師器146　須恵器11
土製品3

土師器8　陶器1

土師器31 須恵器8
土製品1 軽石2

土師器24　須恵器7

土緬器25　須恵器5
鉄製品3

土師器58　須恵器8
陶器3

土師器2　須恵器2

土師器200　須恵器4
砥石1

4 C 6g6 N －100－W 方　 形 ‘ 4．50×4．20 4 ～24 平担 一部 1 4 1 ．竃 人為 本 跡→ S I 5

5 C 6 h 6 N －250－E 長方形 ．4．20＿×3．70 8 ～18 平 担 4 1 竃 自然 S I 4 →本跡

6 C 6 f5 N －150－E
方‾形

5．60×5．55 12 ～22 平担 仝周 4 1 竃 自然

7＿ C 6 f3 ［N －190－E ］ 不　 明 ［4．50］×（3．10） 1 ～ 4 平担 一部 2 1 不 明

S I 9 → 本跡，
本跡→ S D 3

本跡→ S I 8，
本跡→ S D 3

8 C 6 g3 ［N －140－E ］ ［方　 形］ 4．40×［4．40］ 3 ～30 平担 4 1 竃 人為

9 C 6 h3 ［N T14 0－E ］ ［方　 形］ ［4．80］×［年．40］，4 ～26 平担 4 1 盤毘
人為

10 C 6 il ［N －180－E ］ ［長方形］ （4．60）×（1．60） 1 ～10 平担 一部 1 1 竃 人為

11 D 云a7 ［N －130車E ］ ［長方形］ （4．07）×（2．67） 4 ～20 平担 一部 2 竃 人為 －

12 D 2 。8 ［N －190－E ］ ［方　 形］ 3．60×（3．60） 1 ～ 8 平担 ．竃 r自然

13 C 2 j3 N －430－E 方　 形 3．82×3．58 8 ～20 平担 一部 4’ 1 竃 人為

14 D l i4 ［N －490「E ］ ［長方形」 （2．90）×（1．80） 1 ～32 平 担 一部 1 竃 自然

15 C 5 i6 N －2 0－E 方　 形 2．81×2．80 34 ～50 平担 一部 竃 1 人為
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（2）鍛冶工房跡

第1号鍛冶工房跡（第26図）

位置　調査3区南西部，C6iO区。

重複関係　第2号住居跡を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　一辺が［4．05］mの方形と推定される。

主軸方向［N－200－W］

壁　壁高は約10～25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。南側上面は削平され確認できなかった。

床　中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径165cm，短径85cmの不整楕円形，深さ5～10cmである。P2は長径

127cm，短径80cmの不整楕円形，深さ14～25cmである。P3は長径50cm，短径40cmの楕円形，深さ21cmで

ある。P4は長径55cm，短径45cmの楕円形で，深さ23cmである。P5は長径95cm，短径65cmの楕円形，深

さ38cmである。工房跡に関わる付随ピットの可能性がある。

鍛冶炉1か所。中央部やや北側に位置し，長径45cm，短径35cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた

もので，炉床は赤変硬化している。掘り方は，長径85cm，短径65cmの楕円形で，深さ30cmである。砂を敷

き詰めて，防湿の工夫がなされている。

炉（掘り方）土層解説
1　暗　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　砂多量，小石少量
3　明　褐　色　砂多量，小石・粘土粒子少量
4　橙　　　色　砂多量，小石微量

覆土11層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　焼土中ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化物少量
5　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　褐　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物多量
8　褐　　　　色　焼土小ブロック・焼土粒子微量
9　褐　　　　色　ローム大・中ブロック中量

10　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
11褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片198点，須恵器片72点，土製晶44点，金床石2点，鉄製品1点，磁器片1点，礫36点が出土し

ている。第27図1の須恵器杯は，南側からP4周辺の覆土中層から出土し，2の須恵器杯は，鍛冶炉東側の

覆土上層から出土している。3の須恵器嚢はP3内の覆土上層から出土している。第28図7～14の羽口は，

中央部の覆土上層から中層にかけて出土している。4～6の管状土錘は中央部やや北西側の覆土上層から出

土している。15・16の金床石はP2とP5内の覆土中層からそれぞれ出土している。17～28の鉄棒が鍛冶炉

の左右にあるPl覆土内やP2覆土内から多数出土し，13．7kgに及ぶ。検出した鍛造剥片はわずかに35．4g

であったが，Pl周辺やP2・P5周辺に集中している。29の刀子は中央部の覆土下層から出土している。30

は須恵器嚢の体部片で，外面に横位の平行叩きが施されている。

所見　本跡は，羽口，鉄棒，金床石，鍛造剥片などが出土していることから鍛冶工房跡と考えられる。時期は

出土遺物から平安時代の9世紀前葉と思われる。
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第26図　第1号鍛冶工房跡実測図，鉄澤・鍛造剥片出土状況図
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（、二

第27図　第1号鍛冶工房跡出土遺物実測図（1）

第1号鍛冶工房跡出土遺物観察表

一′　　　　　ヽ
＼

＼　　一／／I4

10cm

：　＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第27図 土不A［13．6］底部からロ縁部にかけての破片。体底部内面から体部外面ロタロ

‾‾　　　　　立

長石・石英・雲母P75　　　PL14

309（
1 須恵　器B　3．8

C［8．2］
部は外上方へ直線的に上しち上がる。ナデ。底那一方向のヘフナァ。灰色

普通

0
南側からP4周

辺覆土

2

］不B（4．0）底部から体部にかけての破片。休部底部内面から体部外面ロクロ長石・石英 P76　　　PL14

須恵　器C　6．8は外上方へ直線的に立ち上がる。ナデ。体部外面下端回転へラ

削り。底部回転へラ削り。

灰色

普通

20％

鍛冶炉東側覆土

上層

3

襲A［19．8］体部から口緑部にかけての破片。頚ロ緑部内・外面ロクロナデ。長石 P77　　　PL14

須恵　器B（4．5）部は外上方へ立ち上がり，口綾部に体部外面平行叩き。 灰色 5％

いたる。 普通 P3内覆土上層
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第28図　第1号鍛冶工房跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ） 重華 （g）

第27図 4 管 状 土 錘 6．7 3．1 1．0～1．4 68 ．9 北壁側覆土 上層 D P 66 10 0％

5 管 状 土 錘 5．9 3．3 1．1～1．．3 6 0．9 P 5南側 覆土上層 D P 67 10 0％

6 管 状 土 錘 6．8 2．．8 1．0～1．2 6 3．7 P 5北側 覆土上層 D P 68　 10 0％

7 羽　　　 ロ （14．1） 5．4～8．0 2．6 （624 ．2） P 4内南 側覆土 中層 D P 69　　　　　　　　 P L 1 9

8 羽　　　 口 （14．6） 5．1～6．2 1．8～2 ．7 （43 9．2） P l内覆土下層 D P 70　　　　　　　　 P L 1 9

9 羽　　　 口 10．6 5．5 ～6．7 1．9～2 ．0 2 6 1．0 P l内覆土下層 D P 7 1　　　　　　　　 P L 1 9

10 羽　　　 口 （7．4） 5．5 ～6．7 1．9～2 ．0 ．（17 4．3） P 5西側 覆土下層 D P 72　　　　　　　　 P L 1 9

11 羽 ・　　 口 （12．4） 6．7 ～8．2 　2．1～5．5 （57 4．5） P l内 覆土下層 D P 73　　　　　　　　 P ．L 20

12 羽　　　 口 （13．7） 4．3 ～6．5 2．0～3 ．1 （26 7．0） 覆土 中 D P 74

13 羽　　　 口 （10．8） ‘6．6 ～7．7 2．2～3．0 （37 0．7） P l内覆土下層 D P 75　　　　　　　　 P L 2 0

14 羽　　　 口 （白．5） 6．0 ～9．4 3．0～－4 ．6 （34 5．6）－ 覆土 中 D P 76　　　　　　　　 P L 2 0

図版番号 ．器　 種

計　　　　 測　　　 ’値
出　 土 ．地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 畢 （g）

第28図15 金 ．床　 石 2 1．0 2 6．9 9．6 8 34 0 P 5内覆土 中層 Q 3 石 質　 砂 岩　　　 P L 2 0

16 金　 床　 石 －　28．0 10．8 9：1 3 44 0 P 2内覆土上層 Q 4 石 質　 安 山岩 ‘P L 2 0

図版番号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 鹿　　　　 考

長径 （cm ） 短径 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量 （g）

第28°図17 鉄　　 ＿淳 5．0 4．0 2．8 1 16．2 P 2内覆土 中層 M 6 ‘

18 鉄　　　 棒 5．8 5．1 3．8 16 9．4 P l内覆土 中層 M 7

19 鉄　　　 淳 8．4 5．3 ：‾2・1 ・ 14 2．3 中央部 覆土下層 M 8

2 b 鉄　　 準 19．5 10．5 亭＿・5 115 0．0 P 2内覆土下層 M 9 －

21 鉄　　　 淳 8．3 － 7．8 2．7 こ・17 4．2 P l内覆土 中層 M lO

2 2 鉄　　　 津 9．9 ． 4．9 2．0 16 6．5 P l内覆土下層 M ll

2 3 鉄　　　 棒 5．0 3．5 2．7 10 9．8 P l内覆土上層 M 12

2 4 鉄　　　 津 7．．1 5．2 1．2 5 2．0 P l内覆土下層 M 13

2 5 鉄　　　 津 6．7 3．7 1．6 3 9．7 P l内覆土下層 M r14

2 6 鉄　　　 棒 7．6 5．3 4．2 17 8．3 P l内覆土上層 M 15

2 7 鉄　　　 淳 5．4 5．0 2．1 5 4．8 P 2内覆土上層 M 16

2 8 鉄　　　 棒 5．3 4．7 2．2 4 3；8 P l内覆土下層 M 17

図恢番号 噂 ．別
計　　　　 測．　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（云m ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量 （g）

第28図29 刀　　　 子 7．8 1°．3 0．3～0．4 ・’8．5 中央部覆土下層 M 18

（3）土坑

第12号土坑（第29図）

位置　調査2区中央部，D3a7区。

規模と平面形　長径2．10m，短径1．77mの楕円形である。

長軸方向　N－600－E

壁　壁高は17～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1　褐　　　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・砂少量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂少量，焼土小ブロック微量

遺物　土師器片5点，土製品1点，陶器片1点が出土している。第29図1の土師器杯が北側中央の覆土下層か

ら，完形で出土している。2の土師器杯は，北側中央の覆土下層から出土している。3の土師器杯は南西側

の床面から出土している。4の土師器小皿は南東側の床面から出土している。5の土玉は南西側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代末の11世紀以降と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

j　　　　；　　　！

第29図　第12号土坑・出土遺物実測図

第12号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト－…　一十－lll」

図版番号 器　種 計測値（qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第29図 杯 A 12．6 平底。体部は外上方へ直線的に立ち ロ緑部内・外面ロクロナデ。 長石・スコリア・礫 P78　　 P L15

1
土師器 B　4．0

C　6．0

上がり，ロ縁部にいたる。 底部回転糸切り。 橙色

普通

100％

北側中央覆土下

層

2

杯 A 12．6 口緑部一部欠損。休部は外上方へ直 ロ縁部内・外面ロクロナデ。 長石・スコリア P79　　 P L15

土師器 B　4．0

C　6．2

線的に立ち上がる。 底部回転糸切り。 橙色

普通

90％

北側中央覆土下

層

3

杯 A ［12．0］底部からロ緑部にかけての破片。体 口縁部内・外面ロクロナデ。 長石・石英・スコリア・P80　　 P L 15

土師器 B　4．4

C　5．7

部は外上方へ直線的に立ち上がる。 底部回転糸切り。 礫

橙色

普通

40％

南西側床面

4

小皿 A　 8．7 ロ緑部一部欠損。平底。体部は外傾 ロ縁部から体部内・外面ロク 長石・石英・雲母・ P81　　 P L 15

土師器 B　 2．0

C　 5．9

して立ち上がり，ロ緑部にいたる。 ロナデ。底部回転糸切り。 小礫

橙色

普通

70％

南東側床面

図版番号 器　種
計　　　　　 測　　　　　 値

出　土　地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 径（cm ） 孔径（cm） 重量（g）

第29図5 土　　　 玉 3．0 3．3 0．5～0．8 28．9 南西側床面 D P77 100％

ー50－



3　中世の遺構

本節では，城の縄張構造を概観し，本調査区内において，築城時前後に関わると思われる中世の遺構を取り

上げる。当城跡の立地する台地先端部の手前に位置する城跡（曲輪I）は，本調査区の北側約200mに位置す

る。今回の調査において，城跡の東辺から南辺に位置するところから堀1条と土橋2か所，溝2条を検出した○

検出した堀は外堀であり，外堀の東側は自然地形の谷を利用し，台地の付け根のところを掘切って外堀として

いる。土橋1か所を検出した。南側は，なだらかな地形に人為に掘り込んだ堀を形成し，城跡を取り囲んでい

る。東側の自然地形の谷を利用した堀の調査は，基本的にトレンチ法を用いた。東側から堀の斜面と堀内にA・

B・C・D・Eトレンチの5か所のトレンチ（第30図）を設定し掘り込み，堀の形状と堆積状況を調査した。

盛土ないしは切土の有無は断面観察から判断し，土層断面図を掲載することで理解の補助とする。人為に掘り

込まれた南側堀は，堀と堀の間から地山を掘り残した部分の土橋を検出し，堀の両端は調査区域外の北西に延

びている。堀の内側には，土塁が構築されていた痕跡を確認することができた。調査3区北側の中央から，東

西に延びる薬研堀の溝（SD－1）と南北に延びる溝（SD－10）を検出した。

（1）堀・土橋

第1号堀（第30～34図），（付図）

城跡の東側から南側に半円形状にめぐる外堀の性格は，防御的施設で，堀の内側には掘削時に生じた土を用

いた土塁があったと推定される。

位置　本跡は，調査4区の全域，調査2区，調査3区で確認され，堀内に2か所の土橋を検出した0

方向　北東側から南側にかけて，L字状に延びる。

規模と形状　全長約600m，幅約3．00～40．00m，堀底部から曲郭までの比高が4～8mに及ぶ外堀は，自然地

形を生かした堀と人為掘削による堀であり，城跡の北側には渦沼の湖面が広がり，全体的に自然地形を生か

した要塞と考えられる。

便宜上，東部側の堀から，農道を境にA・B・Cの3区に分け調査した。

堀A区　調査4区全域であり，自然地形の谷を利用し，台地の付け根のところを掘切って外堀にしている。方

向は，北東から南にかけて，L字状に延びる。規模は調査区内において，最大幅は上端［40・00］m，下端

［20．00］m，深さ約8mの規模を持ち，断面は箱薬研状を呈する。壁面は，自然地形を生かした急傾斜であ

り，底面は，堀底にどの程度の土砂が堆積しているのか不明であるが，底面はほぼ皿状であると考えられる。

堀A区は，A・B・Cの3本のトレンチを設定した。

Aトレンチ（第30・31図）

東側斜面にトレンチを設定する。トレンチ幅は，長さ19．00m，幅4．00m，深さ9．20mである。28層からな

り，堀は，一部盛土も確認できるが，築城後，堀の斜面に土砂等が自然堆積したものと考えられる。4層は，

黒色土を多く含み，堀を掘削した後の一次埋没土と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　砂利中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，小石・砂少量，ローム小ブロック・粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，小石・砂・鹿沼土小ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子・小石中量，鹿沼土小・中ブロック少量

5　にぷい褐色　小石多量，ローム粒子・砂中量，鹿沼土小ブロック微量

6　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・鹿沼土中ブロック少量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，小石・砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　褐　　　色　ローム粒子多量，小石・砂微量
9　橙　　　色　ローム粒子・砂利多量
10　明　黄　褐色　砂多量，小石微量
11にぷい黄橙色　砂多量
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渦　　沼

第30図　A・B・C・D・Eトレンチ配置図
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12　明　黄　褐色　砂多量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，小石少量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　暗　褐　色　ローム粒子・砂利・小石少量，焼土粒子微量
15　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼土小ブロック微量
16　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼土小

ブロック微量
17　褐　　　　色　ローム粒子・鹿沼土少量

18　橙　　　　色　小石中量，ローム粒子・砂利・鹿沼土少量
19　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・小石少量

20　暗　褐　色　砂・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・鹿沼土微量
21明　褐　色　砂・小石中量
22　明　褐　色　砂多量
23　暗　褐　色　砂中量，ローム粒子少量

24　褐　　　　色　ローム粒子・砂・鹿沼土少量，ローム小ブロック微量
25　明　褐　色　ローム粒子・砂多量，鹿沼土微量
26　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
27　にぷい褐色　小石多量，ローム粒子中量
28　褐　　　　色　小石多量，ローム粒子少量

Bトレンチ（第30・31図）

Aトレンチの西側斜面にトレンチを設定する。トレンチ幅は，長さ27．70m，幅4．30m，深さ8．85mである。

39層からなり，築城後，堀の斜面に土砂等が自然堆積したものと考えられる。23層は黒色土を多く含み，堀

を掘削した後の一次埋没土と考えられる。

土層解説

1　褐　　　　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　褐　　　　色

5　褐　　　　色

6　褐　　　　色

7　明　褐　色

8　褐　　　　色

9　にぷい褐色

10　褐　　　　色

竹の根多量，ローム粒子少量・小石少量

焼土粒子・ローム粒子少量・小石少量，炭化粒子微量
砂利・小石少量，ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子中量・焼土粒子・炭化粒子微量
小石多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子・砂多量，ローム小ブロック・鹿沼
土・粘土大ブロック少量
ローム粒子・粘土粒子中量，鹿沼土少量
ローム粒子中量・ローム大・中ブロック少量，鹿沼土微量

砂中量，粘土粒子少量，ローム粒子・鹿沼土微量
ローム粒子・砂多量，ローム小ブロック少量，
粘土ブロック微量

11明　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，粘土
ブロック微量

12　にぷい褐色　ローム粒子多量，砂・鹿沼土少量
13　褐　　　　色　ローム大・中・小ブロック・砂・鹿沼土少量
14　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム大・中・小ブロック・

粘土ブロック少量

15　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，砂・
粘土ブロック少量

16　にぷい褐色　ローム粒子多量，小石少量，鹿沼小ブロック微量

17　橙　　　色　小石・砂多量，ローム粒子中量
18　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・ロー

ム粒子少量

19　褐　　　色　ローム中・小ブロック中量，砂利・小石少量，
焼土粒子微量

20　褐　　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化
粒子微量

21褐　　　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
22　灰　褐　色　ローム粒子中量，砂・鹿沼小ブロック少量
23　黒　褐　色　小石中量，砂利・鹿沼土少量，ローム粒子微量

24　褐　　　　色　砂中量，焼土粒子・鹿沼土少量，ローム粒子微量
25　赤　褐　色　砂多量
26　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂少量
27　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂中量

28　極　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・砂・鹿沼土少量
29　褐　　　　色　ローム粒子中量，鹿沼土微量
30　橙　　　　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
31褐　　　　色　小石中量，ローム粒子少量，鹿沼土少量

32　明　褐　色　砂多量，小石・ローム粒子少量，炭化粒子微量
33　橙　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・砂利・小石少量
34　褐　　　　色　ローム粒子中量・炭化粒子・粘土ブロック微量
35　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

36　橙　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，砂利・
鹿沼土少量

37　褐　　　　色　ローム粒子・小石・砂少量，焼土粒子微量
38　橙　　　　色　ローム粒子多量，砂中量

39　にぷい褐色　砂多量，ローム粒子中量，小石少量

Cトレンチ（第30・33図）

農道の東側斜面にトレンチを設定する。トレンチ幅は，長さ5．00m，幅3．20m，深さ2．25mである。10層か

らなり，以前から土橋であると考えられていたが，大規模すぎることや盛土した形跡もなく，近世以降につ

くられた農道斜面に自然堆積したものと考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・砂利・小石少量，焼土粒子微量　　　4　褐　　　色　ローム粒子・鹿沼土少量

2　暗　褐　色　鹿沼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量　　5　極暗褐色　小石中量，ローム粒子・砂利・鹿沼土少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼土小　　6　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・小石・砂少量

ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　砂・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・鹿沼土微量

C′トレンチ（第33図）

土層解説

8　褐　　　色　ローム粒子・砂中量，焼土粒子・炭化粒子・小　10　褐　　　色　ローム粒子・小石少量，鹿沼土微量
石・鹿沼土微量

9　褐　　　色　砂中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

堀B区　調査3区東部に位置し，堀A区とは農道によって遮られているが，堀A区の延長にあり，東から西に

かけて，直線状に延びる。調査区内における規模は，最大幅が上端［31．50］m，下端［15．00］m，深さ約

6．5mで，断面は箱薬研状を呈する。堀の斜面は，自然地形を生かした急傾斜である。底面は，堀底に土砂

が，深さ2．00m以上堆積している。土橋1か所を検出する。
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Dトレンチ（第30・33図）

農道と第1号土橋の間の東側斜面にトレンチを設定する。トレンチ幅は，長さ7．00m，幅4．50m，深さ2．00m

である。6層からなり，斜面に自然堆積したものと考えられる。I～Ⅶ層は，地山のローム層である。

土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子多量，ローム中・小ブロック・ローム
粒子中量

2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム中・小
ブロック微量

3　灰　褐　色　ローム粒子・砂利多量

4　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・小石少量
5　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・砂中量，焼土粒子極少量
6　暗　褐　色　砂多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

I　明　褐　色　ロ

I　橙　　　　色　ロ

Ⅱ　明　褐　色　ロ

Ⅳ　明　黄　褐　色

Ⅴ　橙　　　　色

Ⅵ　明　黄　褐　色

Ⅶ　明　黄　褐　色

ーム粒子・砂粒子多量
－ム粒子・砂粒子・小石多量
－ム中ブロック・ローム粒子・砂粒子・小石

多量
ローム粒子・砂多量
ローム粒子・小石多量，砂中量
ロ

ロ

ーム粒子・砂多量，小石少量
－ム粒子多量，砂中量

Eトレンチ（第30・33図）

農道と第1号土橋の間の堀底にトレンチを設定する。トレンチ幅は，長さ40．00m，幅5．00m，深さ4－00m

である。52層からなり，堀底の堆積状況は自然堆積と考えられる。36層は，黒色土を多く含み，堀を掘削し

た後の一次埋没土と考えられる。

土層解説

1　褐　　　　色

2　褐　　　　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　　色

11褐　　　　色

12　褐　　　　色

13　暗　褐　色

14　暗　褐　色

15　褐　　　　色

16　褐　　　　色

17　暗　褐　色

18　暗　褐　色

19　暗　褐　色

20　褐　　　　色

21褐　　　　色

22　褐　　　　色

23　黒　褐　色

24　暗　褐　色

25　褐　　　　色

26　褐　　　　色

ロ

ロ

ロ

ーム粒子・小石少量
－ム粒子・小石少量
－ム粒子・砂利・小石少量

ローム粒子中量

小石多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック・砂少量
ローム粒子中量
ローム粒子中量・ローム大・中ブロック少量

砂中量，粘土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子・砂多量，ローム小ブロック少量
ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，粘土ブロック微量
ローム粒子多量，砂少量

ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量
ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量
ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，砂少量
ローム粒子多量，小石少量

砂多量，ローム粒子中量，小石
ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
ローム中・小ブロック中量

27　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂中量

28　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・砂・鹿沼土少量
29　褐　　　　色　ローム粒子中量，鹿沼土微量
30　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
31褐　　　色　小石中量，ローム粒子少量・鹿沼土少量

32　褐　　　色　砂多量，ローム粒子・小石少量，炭化粒子微量
33　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
34　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土ブロック微量
35　暗　褐　色　ローム粒子・砂少量，ローム中ブロック微量
36　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

37　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
38　褐　　　色　ローム大ブロック，ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
39　暗　褐　色　砂多量，ローム粒子中量，小石少量
40　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量，砂利・小石少量，焼土粒子微量
41暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

42　褐　　　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
43　褐　　　　色　ローム粒子中量，砂・鹿沼小ブロック少量
44　暗　褐　色　小石中量，鹿沼土少量，ローム粒子微量

45　暗　褐　色　砂中量，ローム粒子・鹿沼土少量
ローム中・小ブロック・ローム粒子中量　　　　　46　褐　　　色　ローム粒子・小石少量，ローム中・小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，小石少量
ローム粒子中量
焼土粒子少量，ローム粒子微量
ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂少量

47　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂利少量
48　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂中量
49　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・小石少量

50　褐　　　　色　ローム粒子中量，小石微量
51暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
52　暗　褐　色　小石中量，ローム粒子・粘土粒子少量

畢旦堅　調査2区東部に位置し，南東から北西にかけて，直線状に延びる。確認長は，24・80mで，南東端か

ら5．00mのところに第2号土橋が設けられている。N－200－Eの方向へほぼ直線的に延びるところまで確

認した。規模は上幅［3．00～5．00］m，下幅［2．04～3．00］m，土橋上面からの深さは，1．20～1．56mであ

る。断面形は箱形である。壁面は，北西側は70度の角度で立ち上がり，南東側は35度の角度で立ち上がる。

壁上半は締まりのあるロームで，壁下半は粘土・砂層である。底面はほぼ平坦である。土橋を挟んで，人為

に掘り込んだ堀である。覆土は南面と北面の土層断面を採図した。遺物は，土師器片31点，須恵器片1点，

陶磁器片1点が出土している。遺構に伴う遺物は出土していない。時期は，堀と土塁構築のセット関係など

から中世の15世紀後半以降と思われる。

南側覆土16層からなり，人為堆積と考えられる。10層は黒色土を多く含み，堀を掘削した後の一次埋没土

と考えられる。12層は黒色土を多く含み，築城当時の表土であると考えられる。人為的に掘り込まれたとこ

ろの堀の堆積状況は3～9層であり，自然堆積である。
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土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子・小石少量，焼土粒子微量
焼土粒子，ローム粒子・小石少量，炭化粒子微量

砂利・小石少量，ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
小石多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子・砂利・鹿沼土少量，焼土粒子微量

小石中量，焼土粒子・ローム粒子・砂利・鹿沼土少量
砂多量，ローム粒子・焼土粒子・鹿沼土少量

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色
11黒　褐　色
12　黒　褐　色
13　極　暗　褐　色

14　黒　褐　色
15　極　暗　褐　色
16　褐　　　　色

砂・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・鹿沼土微量
砂・小石中量，炭化粒子・ローム粒子少量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子・砂・鹿沼土少量

炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子・鹿沼土微量
炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
小石少量，ローム粒子微量

北側覆土　37層からなり，人為堆積と考えられる。築城当時の表土は20層である。人為的に掘り込まれたと

ころの堀の堆積状況は22～37層であり，自然堆積である。

土層解説　　　　　　　　　　　’

1暗　褐　色　ローム粒子・小石少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子，ローム粒子・小石少量，炭化粒子微量
3　にぷい褐色　砂利・小石少量，ローム粒子・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　褐　　　色　小石多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
6　灰　褐　色　ローム粒子・砂利・鹿沼土少量，焼土粒子微章
7　黒　褐　色　小石中量，焼土粒子，ローム粒子・砂利・鹿沼土少量
8　暗　褐　色　砂多量，ローム粒子・焼土粒子・鹿沼土少量
9　黒　褐　色　砂・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・鹿沼土微量

10　暗　褐　色　砂・小石中量，炭化粒子・ローム粒子少量
11黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・砂少量
12　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
13　黒　褐　色　ローム粒子・砂・鹿沼土少量
14　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子・鹿沼土微量

15　灰　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
16　黒　褐　色　小石少量，ローム粒子微量
17　褐　　　　色　ローム粒子・小石少量，焼土粒子微量
18　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・小石少量，炭化粒子微量

19　黒　褐　色　砂利・小石少量，ローム粒子・焼土粒子微量

20　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
21黒　褐　色　小石多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
22　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子・ローム粒子中量，焼土粒子微量

23　褐　　　　色　焼土粒子，ローム粒子・小石中量，砂利・鹿沼土少量
24　暗　褐　色　砂多量，ローム粒子・焼土粒子・鹿沼土少量
25　黒　褐　色　砂・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子・鹿沼土微量
26　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，砂少量
27　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

28　暗　褐　色　ローム粒子・砂・鹿沼土少量
29　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量，鹿沼土微量
30　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
31暗　褐　色　ローム粒子微量，小石少量

32　暗　褐　色　焼土粒子，ローム粒子・小石少量，炭化粒子微量
33　暗　褐　色　砂利・小石少量，ローム粒子・焼土粒子微量
34　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
35　黒　褐　色　小石多量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

36　褐　　　　色　ローム粒子・砂利・鹿沼土少量，焼土粒子微量
37　にぷい褐色　ローム粒子・小石少量，焼土粒子微量

土橋（第32～34図）

土橋2か所を検出した。土橋は曲輪Iの南辺に位置する。

第1号土橋（第34図）は，調査3区東部，C9。0区。曲輪Iの東南側に位置する。背後の曲郭にある北側か

ら南側にかけてN－00の方向で，ほぼ直線的に約15．00m延びている。規模は，土橋上部の平坦面は，北側

は幅約5．00m，先端部は約2．20mと狭まり，先端部に向かいスロープ状に傾斜する。形状は基本的に長方形

である。自然地形を生かした堀に土橋を構築している。構築方法は，第34図の第1号土橋土層断面図の36層

から48層にかけての堆積状況から，盛土していることを確認することができる。土橋付近では門跡となるよ

うな柱穴は確認できなかった。遺物は，土橋の中央部やや西側に集石を検出した。投石用の飛礫の可能性が

ある。時期は，明確ではないが，堀C区と同時期の15世紀後半以降と思われる。

第2号土橋（第32図）は，調査2区東部，D5al区。曲輪Iの南辺やや西寄りに位置する。北東から南西に

かけて（N－200－E）ほぼ直線的に約5．00m延びている。規模は，土橋上部の平坦面は，幅3．60m～4．80

mで，形状は基本的に長方形である。壁面は，土橋上部から底部にかけては，北西側は65度の角度で，南東

側は30度の角度で傾斜し，構築方法は堀の掘削時に土橋部分を掘り残している。

遺物　遺構に伴う遺物は出土していないが，常滑系陶器，肥前系，瀬戸・美濃系，京焼系の磁器が表面採集さ

れている。

所見　本跡の時期は，明確ではないが，堀C区の堀と土塁構築の痕跡関係等から15世紀後半以降と思われる。
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第34図　第1号堀B区，第1号土橋実測図

（2）溝

第1号溝（第35・36図）

位置　調査3区北東部，C7d4区

重複関係　第10号溝に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と形状　上幅1．90～4．23m，下幅0．1m～0．4m，深さ0．82m～0．90mの薬研堀状の溝で，確認長は112・O

mである。

方向　N－200－E

覆土　9層からなり，自然堆積である。

！層！説慧‾！′）葦聾叢誓砂潜澹叢隷篇薫
遺物　土師器片148点，須恵器片33点，瓦質土器片1点，土製品4点が出土している。第36図1の瓦質土器片

口鉢の口綾部片は，在地系と考えられ，東側の覆土中から出土している。2は須恵器嚢の体部片で，外面に

は横位の平行叩きが，内面には同心円状の当て具痕が残されている。混入と考えられる。3の土玉は東側の

覆土下層から出土している。4の土玉は中央部の覆土中から，5の管状土錘は東側の覆土中層から出土して

いる。6の管状土錘は東側の覆土中から出土している。
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所見　本跡は，外堀の内側に並行して東西に延び，東側で第10号溝と交差する。この溝の南側が土盛されるこ

とによって死角になり，敵を撹乱するための移動可能な道の役割をする防衛用溝の可能性がある。第1号土

橋を渡って，左折したところで，この溝（通路状遺構）を通って城内に入る遺構の一つと考えられる。この

ような遺構の配置などから，この城跡に関係する堀と同じ時期の15世紀後半以降と思われるが，遺物は少な

く，混入もあり明確ではない。

第10号溝（第35・36図）

位置　調査3区東部，B9j2区

重複関係　第1号溝を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と形状　上幅1．95～5．70m，下幅0．3m～1．2m，深さ0．35m～0．45mで，北西側は階段状で南東側は薬研

塊状である。確認長は10．20mである。

方向　N－400－E

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説（C－C′）（第35図）

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・黒色土ブロック少量，ローム小ブロック微量

遺物　遺構に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，第1号溝と交差した状態で，北西から南東の方向へ向かってのびている。北西側に走る港には

階段状の段差の痕跡が確認できた。この溝（通路状遺構）を通って城内に入る遺構の一つと考えられる。本

跡の時期は明確ではないが，遺構の構造形態から第1号溝とほぼ同じ時期の15世紀後半以降と思われる。

三三千

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

第36図　第1号溝出土遺物実測図

第1号溝出土遺物観察表

l　　題

I l

I l

I l

l l

l　題

1　ト

Pl
l l

：‡－

l l

l l

l l

l l

l l

l l

l l

l　】

l l

l l

図版番号器　種．計測値（qm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第36図片口鉢A［33．6］口縁部片。体部は外上方へ直線的に口緑部内・外面ロクロナデ。長石・スコリア・礫P83　　PL15

1 瓦質土器B（5．3）立ち上がり，口綾部にいたる。 橙色

普通

5％

覆土中

図版番号器　種
計　　　　測　　　　値

出　土　地　点 備　　　　　考

長さ（cm）径（cm）孔径（cm）重量（g）

第36図3土　　　玉3．0 2．6 0．5～1．2 20．1東側覆土下層 DP79　100％

4土　　　玉2．4 3．9 0．6～0．9 34．0覆土中 DP78　100％

5管状土錘（7．7）4．2 1．0へ一1．4 （126．8）東側覆土中層 DP80　70％

6管状土錘6．4 2．4 1．0～1．6 44．4 覆土中 DP81100％
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4　時期不明遺構

本調査区内で，時期不明のピット群1か所，土坑42基，溝6条，不明遺構3基を調査した。以下，検出した

遺構と遺物の特徴について記載する。

（1）ピット群

当遺跡からはピット群1か所を検出した。建物あるいは柵列等の可能性があるが，対応関係を把握する事が

できなかったので，ここではピット群として扱う。

第1号ピット群（第37図）

位置　調査2区東部，C5h6区。

規模　南北約7．8m，東西約10．4mの範囲に86か所のピットを確認した。ピットの平面は，径15～50cmの円形

あるいは楕円形で，深さは10～70cmである。

覆土　土層断面の採図はしなかったが，覆土は全体的に褐色あるいは暗褐色にローム土や砂利が混入している、。

人為堆積と考えられる。

所見　多くのピットは，平安時代の住居跡及び時期不明土坑の周辺に存在していることもあって，柱や柵列が

立てられていた可能性も考えられるが，その性格は不明である。ピット内から出土遺物もなく，時期も不明

である。

（2）土坑（第38～40図）

当遺跡からは土坑44基を検出した。これらの土坑からの遺物が少なく，時期や性格について不明である。こ

こでは土坑実測図及び一覧表に掲載する。

第1号土坑土層解説
1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック小量
2　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・ローム小ブロック中量

第2号土坑土層解説
1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量，ローム粒子・ローム

小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第4号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ロー
ム中・小ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中・小ブロック少量

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

第6号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

第7号土坑土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第8号土坑土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子極微量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　褐　　　色　炭化粒子・ローム粒子少量

第9号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
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4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

5　褐　　　　色

6　黒　褐　色

7　極　暗褐　色

ローム大・中ブロック少量
炭化物・ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック微量

ローム大・中ブロック少量，ローム粒子微量
炭化物・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子微量，ローム小ブロック少量
炭化粒子微量，ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量
炭化粒子微量，ローム粒子少量

ローム粒子・ローム中・小ブロック少量

ローム大・中ブロック少量
炭化物・ローム中ブロック微量

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒
子・ローム中ブロック微量，炭化物極微量
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‾垣牙‾　sK，6
0　　　　　　　　　　　　　　　2m」



叫　　　叫
・20．2m

一一て∈ヨプ‾

SK17

子＿＿：三三－20．2m

「＝＝＝「

SK18

1　㊥

旦

旦去
叫

A

‾竺∈三百才‾
2

＿二＿二二二†
「屯7‾‾

旦19．。m

tF
SK　28

A℃l＿千
旦19．2m

‾‾＼、＿＿＿′‾

SK30

＝三一貰三三＿千千
－20．4m

SK20

千三一千
－20．4m

三二二ナ「
SK23

∴
一七二三二プ／

SK25

旦2。．4m

一一⊂三二二フr

SK21

＼

A
－20．0m

′′′

／　′．

A I′

－11

日

い

い

い

一′▼

′＝ニニ′
一一．　一一一

一一′

‾「二二云プ「

SK22

㊨

A
－19．2m

二二ニ＝＝＝こ＝＝＝＝二二二二＝二二二二二三二二二7‾

SK29

！㊧1

∴三三二＝
旦2。伽

「－＿＿J「

SK32

第39図　時期不明土坑実測図（2）

旦2。．4m

でプ
SK31

－65－

／⑥l

「脛‾由l
、t⊇「。K。。
0　　　　　　2m

ヒ二二＋二∃



子2。信竺三2。志山11

¢l　　　叫

‾‾■てこ三二：7・一　sK35

⑥

主霧‾。…主＝

A
－20．8m

＼

‾■■ミ二三二三三三≠±ニ／‾
2

SK42

＼⑥1

、、短瓦＝ユタ‾‾
3

SK43

旦読．一丁，，紛ニー＼
A
－17．6m

も三、t、諺 SK46

⑥－＼

第40図　時期不明土坑実測図（3）

‾て至ミ聖ト　SK47

－66一

＿－　t－．■　‥　こ－

‾「匿蓼「sK。9

叫　　　　　由

旦遥三
・、　－・

SK　50

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」



第11号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子極微量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・焼土粒子微量

第14号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・鹿沼土微量

第16号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・鹿　　3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼土少量，ローム中ブロック微量
沼土中量，ローム大ブロック微量　　　　　　　4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

2　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼土少量，ロ1中ブロック微量

第17号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・鹿沼土微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック・鹿沼土微量

第18号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・鹿沼土微量

第20号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量

粘土小ブロック微量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第21号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック，鹿沼土中量

第22号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子微量・ローム粒子多量，ローム大ブロック・鹿沼土中量

第23号土坑土層解説
1　褐　　　　色　炭化粒子・ローム粒子微量

第25号土坑土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量

第26号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・ローム中ブロック微量　　3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　　　　　　　　　　粒子多量，ローム大ブロック少量
ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　4　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第27号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

第28号土坑土居解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

第29号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第31号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量，炭化粒子微量

第33号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第34号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

第37号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第39号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
2　暗　褐　色　ロ」沖ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ロ」、小ブロック・ローム粒子多量，ローム大プロカ中量

第40号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ロ」沖プロかローム小ブロック少量，炭化粒子微量

第42号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第43号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　極　暗褐　色　ローム粒子中量，ローム小プロが少量，炭化粒子・ロ十ム中ブロック微量

第44号土坑土層解説

1褐　　　　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

第45号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第35号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐

5　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

2　褐

3　暗　褐

色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・
中ブロック中量

色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量

色　口重中ブロック・ロ」、小ブロック・ロ「ム粒子多量，ロ1ム大ブロック少量

色　ローム大ブロック・ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

色　ローム粒子多量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大・中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量



第46号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子・ローム中ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第47号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

第48号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

第49号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物・ローム中ブロック微
量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第50号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，

焼土粒子微量

表3　宮ケ崎城跡時期不明土坑一覧表

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
6　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量，炭化粒子

微量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック多量，ローム大ブロック
少量

4　暗　褐　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

土 坑

番号
位置

長 径 方 ．向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 r遺　 物 備　　　 考

長径 ×短径 （m ） 深さ（cm ）

1 D 3 bl N －2 8 0－W 不整楕 円形 1．22　×　0．60 30 緩斜 平坦 自然

2 D 3 b2 －
円　　　 形 1－．35　× 1．30 32 外傾 平坦 自然

4 D 3 b3 N －4 2 0－W 不　 定　 形 ［2 ．40］× ［1．90］ 36 外傾 平坦 自然 土 師器片 9 陶器 片 2 不 明遺構 よ り新

6 D 3 bl N －8 1 0－W 不整楕 円形 0 ．75　×　0．55 10 緩斜 平坦 自然

7 C 3 JO N － 3 0－W 不　 定　 形 2．25　×　2．08 126 緩斜 平坦 自然 土 師器片 6

8 C 3 iO N －8 8 0－E 不　 定　 形 1．85　×　0．70 1 00 外傾 平坦 自然 土 師轟片 3

9 C 5 h6 N －5 6 0－W 不　 定　 形 ［2．00］× 1．30 30 外傾 平坦 自然 土 師器片21

1 1 D 3 a8 － 円　　　 形 1．00　×　0．90 26 外傾 平坦 自然 土 師器片 1

13 ．D 2 d4 N －6 9 0－W 楕　 円　 形 2．30　× 1．12 4 2 外傾 平坦 自然 土 師器片 6 須恵器 片 1

14 C 5 go N －7 2 0－W 長　 方　 形 2．04　×　0．98 12 外傾 平 坦 自然

15 C 6 fl N －6 9 0－W 長　 方　 形 2．05　×　0．85 3 6 外傾 凹凸 人為 S K 16‾よ り新

16 C 6 gl N －6 8 0－W 長　 方　 形 1．45　× 1．10 4 2 外傾 凹凸 人為 S K 15 よ り古

17 C 6 gl N －7 1 0－W － 長　 方　 形 1．70　×　0．85 2 6 外傾 凹凸 人為 S K 18 よ り古

18 C 6 gl N －3 5 0－W 不 整 円 形 0．83 ×［0．80］ 2 4・ 外傾 平 坦 自然 S K 17 よ り‾新

20 C 6 hl － 円　　　 形 0．60　×　0．60 10 外傾 平 坦 自然 S K 2 5 よ り新

21 C 6 gl N －6 80 －W ［長楕 円形］ ［1．53］× 0．83 ・ 10 ・外傾 凹凸 人為 S K 2 21．よ り古

22 C 6 g l N －7 70－W ［長楕 円形 ］ ［1．40］× 0．75 4 緩斜 平 坦 自然 S K 17，S K 2 1より新

23 C 6 g 2 N －5 70－W 方．　　 形 1．13　× 1．12 2 4 外傾 ‾平 坦 自然 ・土 師器片 1 須恵器片 1

2 4 C 6 g 2 N －53 0－W 方　　　 形 1．00　×　0．90 2 0 外傾 平 坦 自然 土 師器片 1 須恵器片 1

2 5 C 6 h l N －6 60－W 楕　 円　 形 2．60　× 1．95 10 緩斜 平 坦 自然 S K 2 0 よ り古

26 C 5 g 7 N －2 50 －E ［長 方 形 ］ ［1．95］× 1．40 2 8 外傾 平 坦 自然 土 師翠片 7 須恵器 片 2

2 7 C 5 h 7 N －38 0－ E 不整 楕円形 2．25　× 1．05 3 8 外傾 、平 坦 自然 土 師器片 6 須恵器片 1

2 8 C 5 h 7 N －70 0－W 不 整楕円形 1．40　×　0．32 ・ 2 2 緩斜 平坦 自然

29 C 5 h 8 N －7 10－W ［長 方 形 ］ ［2．65］× 1．60 10 緩斜 平 坦 自然 土 師器片 7 須恵器片 1
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土坑

番号
1位 置

長 径 方 向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　 一考

長径 ×短径 （m ） 深さ（cm ）

30 C 5 g 8．N －80 0－W 不 整楕円形 0．72　× rO．65 1 2 外傾 平坦 自然

31 C 6 i4 N －80 0－W 長　 方　 形 1．24　×　0．75 1 0 緩斜 平坦 自然 S D 3 より新

3台 C 6 h 5 － 円　　　 形 0．95　×　0．90 2 0 外傾 － 平坦 自然 S D 3 より新

33 C 6 i5 － 円　　　 形 　0．78　×　0．75 44 垂直 凹凸 人為 土師器片 2　 須 恵器片 1 S D 3 よ り新

34 C 6 h5 N －13 0－E 方　　　 形 1．36　× 1．26 44 外傾 平坦 人為 土師器片 1 S D 3 よ り新

35 C 6 h6 － 円　　　 形 0．97　×　0．87 ． 30 外傾 平坦 自然 S D 3 よ り新

36 C 6 jO N －20 0－E 楕　 円　 形 2．80　× 1．15 2 0 外傾 平 坦 自然

37 D 3 b9 N －76 0－W 円　　　 形 1．15　× 1．05 10 緩斜 平 坦 自然

39 D 3 b6 N －44 0－W 長　 方　 形 1．87　×　0．85 3 4 外 傾 平 坦 自然

40 D 3 b6 N －56 0－W 楕　 円　 形 0．85　×　0 ．60 16 緩 斜 皿状 自然

41 C 6 jO N －200 －E 楕　 円　 形 － 1．35　×　0 ．96 2 5 緩斜 平坦 自然

42 D ？C4 N －650 －W 楕　 円　 形 1．64　× 1．10 2 0 外傾 平坦 自然

43 D 3 。5 N －33 0－ E 楕　 円　 形 1．04　×　0．62 2 8 外傾 皿状 自然

44 D 3 。5 N －75 0－ E 不　 定　 形 1．16 ×（0．55） 28 緩斜 平坦 人為

45 C 8 。9 N － 0 0 ［長 方 形 ］ （2．00）× 1．55 38 外傾 平坦 人為

‘46 C 8 d4 N －90 0 方　　　 形 1．16　× 1．13 58 外傾 凹凸 人為

47 C 8 d4 － 円　　　 形 0．94　×　0．89 65 垂直 平坦 自然

48 C 5 iO N －62 0－E 楕　 円　 形 1．25　×　0．88 4 0 外 傾 平 坦 自琴 土 師器 片 1 土玉 1

4 9 C 8 f3 N － 0 0 不　 定　 形 2．60 ×（1．85） 48 外 傾 平坦 人為 土 師器 片 6 鉄津 4

50 C 8 。5 N －84 0 －W 不　 定　 形 1．75 ×（0 ．80） 86 外傾 皿状 人為

（3）溝（第41図）

当遺跡からは6条の溝を検出した。遺構の配置から，区画のための機能をもつ溝跡（SD7～9）や，覆土

の状況などから城跡に伴う溝跡あるいは近世の溝跡（SD2，3）と思われるものがあるが，遺物も少なく，

その性格や時期は不明である。以下，溝の記載は省略し，第41図に土層断面図を掲載する。

溝土層解説

第2号溝土層解説
1暗　褐　色　ローム大・中ブロック・小石少量，ローム粒子微量

2　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

第3号溝土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
2　褐　　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　鹿沼土中量，ローム粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，小石少量，ローム小ブロック・

粘土ブロック微量

第7号溝土層解説
1褐　　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

第8号溝土層解説

1褐　　　色　ローム大・中・小ブロック少量，ローム粒子微量
2　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量

第9号溝土層解説

1褐　　　　色　ローム中・小ブロック・砂利・小石少量
2　褐　　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
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3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・小石少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・小石少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，小石・砂・鹿沼土小ブロック
少量

6　褐　　　　色　ローム粒子中量，小石・鹿沼土少量
7　暗　褐　色　ローム粒子・小石少量，ローム中・小ブロック

微量



SD2

第41図　時期不明溝土層断面図

表4　溝一覧表

A20かれ

、、軒
SD7

旦21．0m
12　　21

一一一ミ巨土一・一もレー

SD8・9

SD3

0　　　　　　　　　　　　　　2mL

溝

番号
位　　 置 ・方　　 向 形状

規　　　　　　　　 模
断　 面 底面 覆土 主　 な　 埠　 物

備　　　 考

（新→ 旧）確認長（m ） 上幅（qn） 下幅（皿） 深さbn）

1 C 7d4～C 9。0 N ニー 100－E 直線 （90．0） 250～460 10 0～20 0 80～ 90 薬研掘 皿状 人為 土師器片14岨 須恵器片42点渦器片1点 S D lO→ 本跡

2 C 7。0～C 7。3 N －10 00－E 直 線 55 ．0 120～220 8～ 24 50～ 80 U 字形 平坦 自然 土師器片64点，須恵器片25点

3 B 4 f5～B 4 i3 N －1100－E 直線 （30．0） 60～180 2 0～12 0 20～120 U 字形 平坦 人為 土師器片93点，須恵器片37点 本跡→ S I 8

6 C 3 j4～C 3 j8 N －1000－E 直線 14．0 40～106 4 0～ 45 2 ～ 10 U 字形 皿状 人為

7 C 3 j4～D 3C4 N － 300－E 直線 10．5 60～ 70 24～　84 4～　 8 U 字形 平坦 自然

8 D 2a5～D 2 d3 N － 350－E 直線 （23．7） 12～ 48 11～ ．90 2～　 8 U 字形 凹凸 自然

9 D 2a5～D 2 d3 N －　0 0 直線 （5．0） 61～ 97 11～ 30 2～ 10 U 字形 凹凸 人為

10 B 9J2～C 9C3 N － 400－E 直線 （12．0） 250～350 9 0～110 3 7～ 40 薬研掘 ・平坦 自然 土師器片8点，須恵器片4点

（4）不明遺構

本調査区の中央から西側区域（調査1区～3区）で，不明遺構3基を調査した。

第1号不明遺構（第42図）

位置　調査1区東部，D2b2区。

規模と平面形　一辺が2．15mの方形。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は7～16cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は，径20～30cmほどの円形，深さ17～20cmで，Plは南壁中央部側

にあり，P2は南壁中央部から50cm内側にある。

覆土　6層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム粒
子微量

3　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大ブロック微量

5　褐　　　　色　ローム粒子少量，ローム粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片27点が出土している。第42図1の土師器杯は北東コーナーの覆土中層から出土している。2は

南東側覆土中から出土した須恵器嚢の体部片で，外面に縦位の叩きと格子目状の叩きが，内面に同心円状の

当て具痕が施されている。

所見　本跡は，遺構の形態から土倉的性格をもつ方形竪穴状遺構の可能性もあるが，出土遺物が少なく，その

性格や時期は不明である。
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第42区l　第1号不明遺構，出土遺物実測図

第1号不明遺構出土遣物観察表

∈

q
▼・

ご

E

寸

iO

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　　 考

第 4 2 回 杯 A ［1 1 ．5 ］ 底 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 底 部 長 石 ・ 石 英 P 8 4 　　 P L 1 5

1 土 師 器 B 　 3 ．5 部 は 外 上 方 へ 直 線 的 に 立 ち 上 が り ， 回 転 糸 切 り 。 褐 色 5 0 ％

C ［ 5 ．5 ］ ロ 縁 部 に い た る 。 普 通 北 東 側 中 層

第2号不明遺構（第43図）

位置　調査B区東部，B3a9区。

重複関係　第4号土坑に掘り込まれているので，第4号土坑より古い。

規模と形状　確認面は，長径が4．00m，短径（2．40）mの楕円形で，深さは85cmである。

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土12層からなり，ロームブロックが多量に含まれており，一部人為堆積の可能性があるが，その他は自然

堆積とみられる。
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土層解説

1黒　褐　色　ローム小フuツク中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量
3　褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量
6　褐　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

ローム粒子・ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック少量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片8点，須恵器片7点，土師質土器片1点，瓦質土器片2点，陶磁器片51点，土製品2点，礫55

点等が出土している。第44図1の陶器片口鉢は中央・東側の覆土下層から中層にかけて出土している。2の

陶器鉢は，南西側の覆土中層から出土しており，常滑系で13世紀後半のものであると考えられる。3の瓦質

土器鉢は，北東側の覆土中層から出土している。4と5の陶器嚢は，南側から東側にかけての覆土上層から

出土しており，常滑系で14世紀前半のものであると考えられる。6の陶器嚢は，南側の覆土上層から出土し

ており，常滑系で14世紀後半のものであると考えられる。7の陶器嚢は，中央部覆土中層から出土しており

常滑系で13世紀後半のものであると考えられる。第45図8・9の管状土錘は西側の覆土中層から出土してい

る。10の石鍋は西側の覆土下層から出土している。11の砥石は西側の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，覆土中から礫石や五輪塔の破片なども出土し，井戸状遺構の可能性もあるが，その性格は不明

である。遺物は，主に13世紀後半から14世紀前半の常滑系の陶器片が出土している。

第43図　第2号不明遺構実測図

第2号不明遺構出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　i

図版番号器　種計測値（m）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第44図片口鉢A［36．2］休部から口緑部にかけての破片。休部は外口緑部内・外面ナデ。 長石・石英 P90常滑系PL15

1 陶　　器B（6．2）方へ直線的に開く。ロ緑端部は平坦面をもつ にぷい赤褐色 10％13C後半
が，その内側は上方につまみ上げられている。 普通 中央・東側覆土下・中層

2

鉢B（6．9）底部からロ綾部にかけての破片。体体部外面へラナデ。 長石・石英 P91常滑系PL15
陶　　器C［13．2］部は外方へ直線的に開く。 橙色

普通

10％13C後半

南側覆土下層

3

鉢A　30．8底部からロ緑部にかけての破片。体ロ緑部内・外面ロクロナデ。長石 P85　　PL15
瓦質土器B16．2部は外上方へ直線的に立ち上がり，内面ナデ。 灰色 60％

C［19．6］ロ緑部にいたる。 普通 北東側覆土中層

4

要A［37．0］体部から口緑部にかけての破片。幅口緑部内・外面ナデ。輪積み長石・石英・小礫P88常滑系Pい5
陶　　器B（12．1）の広い粘土帯が巡る断面N字状口緑痕有り。 にぷい赤褐色 10％14C前半

である。 普通 南側覆土上層
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第44図　第2号不明遺構出土遺物実測図（1）



図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第44図 嚢 A ［24．6］ 体部か らロ綾部 にか けての破片 。幅 口線 部内 ・外面 ナデ。体 部内 長石 ・石 英 P 89　　 P L 15

5
陶　　 器 B （9．5） の狭い粘土帯が 巡る断面 N 字状 口緑 面 へ ラナデ。輪積 み痕有 り。 にぷ い赤 褐色 10％　 常 滑系

であ る。 普通 14 C 前半

東側覆土 上層

6

賓 A ［30．3］ 頚部か ら口綾部 にか けての破片 。幅 ロ縁 部内 ・外面 ナデ。 長石 ・石英 P 87　　 P L 15

陶　　 器 B （5．3） の広 い粘土帯が巡 る断面 N 字状 口縁 赤褐色 5 ％　 常滑 系

である。 普通 14 C 後半

南側覆土上層

7

嚢 A ［38．2］ 体部 か らロ緑部 にかけての破片 。幅 ロ緑 部内 ・外面 ナデ。輪積 み 長石 ・石英 P 86　　 P L 15

陶　　 器 B （12．5） の狭 い粘土帯が巡 る断面 N 字状 口縁 痕有 り。 暗灰黄色 10％　 常滑系

である。 普通 13C 後半

南側 覆土 中層

図版番 号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 径 （cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g）

第45図 8 管 状 土 錘 6．3 3．8 1．0～1．1 8 5．9 西側 覆土中層 D P 8 2　 10 0％

9 管 状 土 錘 7．7 3 ．3 0 ．9～1．0 8 8．0 西側 覆土中層 D P 8 3 10 0％

図版番号 器　 種 計測値（qn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第45図 石　　 鍋 A ［39．0］ 底部， 口縁 部片。 ロ縁部 下位 に鍔 を 内 ・外面 と も鉄 製工具 による 滑石 Q 5　　 P L 2 1

10
石 製 晶 B （5．3）

C ［27．4 コ

有 し， 口縁 部はやや 内傾 する。 削 り出 し。 にぷ い黄橙色 30％

西側覆 土中層

図版番号 器　 種

計　　　　 測　　　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

第45図11 砥　　　 石 9．7 3．5 2．4 （150．1） 砂　 岩 西側覆土 中層 Q 6　　　　　　　　　 P L 20

二二去二二‾‾享「‾‾1．ラ

ー　　　　－。⊥＿＿．．．．．．⊥

第45図　第2号不明遺構出土遺物実測図（2）
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第3号不明遺構（第46図）

位置　調査3区西部，C6il区。

規模と平面形　西側と南側半分が調査区城外のため規模や平面形は明らかではなく，現存するのは長軸（6．45）

m，短軸（4．70）mである。

主軸方向［N－30。－W］

壁　壁高は10～25cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅30～95cm，下幅9、37cm，断面形はU字形で，北側から東側を巡っている。

底面　平坦である。

ピット　31か所（Pl～P31）。Pl～P31は，径14～51cmほどの円形，深さ11～57cmで，性格不明のピットである。

－75－
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第46図　第3号不明遺構出土遺物実測図



覆土　8層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼土少

量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・鹿沼土少量，

焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　色　砂中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子
微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土
粒子・炭化粒子微量

5　にぷい褐色　ローム粒子・砂・鹿沼土少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

6　褐　　　色　ローム粒子・砂・鹿沼土少量，炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量・ローム小ブロック・砂・鹿沼

土少量

8　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子
微量

遺物　土師器片112点，須恵器片9点，陶磁器片3点，礫11点等が出土している。第46図1の土師器杯は西側

の覆土下層から出土している。2の土師器小皿は，中央部やや西側の覆土下層から出土している○

所見　本跡は，遺物も少なく，その性格や時期は不明である。

第3号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 － 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・＿色調 ・焼成 備　　　 考

第46図 杯 A 12．2 口緑部一部欠損。平底。体部は外上 口縁部内 ・外面ロクロナデ。 長石・石英・スコリア P 92　　 P L 15

1 土 師 器 B　 3．6 方へ直線的に立ち上がり，口緑部に 底部回転糸切 り。 橙色 90％

C　 5．5 いたる。 普通 西側覆土下層

2

小　　 皿 A ［8．0］ 口緑部一部欠損。平底。体部は内攣 口緑部内 ・外面横ナデ。底部 長石・石英・スコリア P 93　　 P L 15

土 師 器 B　 1．2
C　 5．2

して立ち上が り，ロ縁部にいたる。 回転糸切 り。 橙色

普通
60％
西側覆土下層

5　遺構外出土遺物（第47～50図）

宮ケ崎城跡の遺構外出土遺物は，試掘・表土除去・遺構確認の段階で出土した古墳時代から奈良・平安時代，

および中・近世にかけての遺物である。その中から，特色あるものを抽出し，実測図及び一覧表で掲載した〇

第47図13の須恵器嚢は，体部片で，外面に平行叩きが，内面に同心円状の当て具痕が施されている。14の須

恵器嚢は，体部片で，外面に縦位と横位の平行叩きが，内面に同心円状の当て具痕が施されている。15の須恵

器嚢は，体部片で，外面に平行叩きが施されている016と17の須恵器嚢は，体部片で，外面に平行叩きが施さ

れている。60は瀬戸系の陶器措鉢で飴粕が施され，口縁部は外折し，内面に強い稜をもち，13条1単位の揺り

目が施されている。61は明石・堺系の陶器措鉢で，口緑部は外折し，内・外面に強い稜をもち，6条1単位の揺

り目が施されている。62と63の陶器嚢は，体部片で，外面に縦位の強い叩きが施されている。64の陶器嚢は，体

部片で，外面に横位の叩きが施されている065の陶器嚢は体部片で，横位の沈線と斜位の叩きが施されている。

遺構外出土遺物観察表1（古墳～平安時代）

図 版 番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 4 7図 杯 A ［10 ．0］ 底 部 か ら 口緑 部 に か けて の破 片 。 体 口緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・雲 母 P 98　　 P L 16

須 恵 器 B　 5．0 部 は外 方 に 直 線 的 に立 ち上 が り　 口 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 灰 色 4 5％

1 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
緑 部 に い太 る 。 部 不 定 方 向 のヘ ラ 削 り。 普 通 3 区 表 採

2

杯 A ［1 5 ．0］ 底 部 か ら白線 部 にか け て の破 片 。 平 口 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 長 石 ・雲 母 ． P 9 5　　 P L 16

須 恵 器 B　 4 ．3 底 。 体 部 は 直 線 的 に立 ち上 が り， 口 底 部 回 転 へ ラ削 り後 ， 無 調 整 。 灰 色 40 ％

C　 9．0 緑 部 で や や外 反 す る。 普 通 3 区表 採

3

高 台 付 杯 A 14 ．9 高 台 部 か ら口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 長 石 P 9 6　　 P L 1 6

須 恵 器 B　 6．0 底 部 と体 部 との 境 は稜 を な して 屈 曲 高 台 部 貼 り付 け 。 体 部 外 面 自 灰 色 8 0％

C l O ．3 す る云 高 台 は わ ず か に外 に 開 き， ふ 然 粕 。 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 普 通 2 区表 採

E　 l⊥2 ん ぼ る 。 高 台 貼 り付 け 。
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図版番号 器　 種 計測値（qm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第47図 盤 B （4．1） 高台か ら休部 にか けての破 片。高台 体部内 ・外面 ロクロナデ。底 長石 ・石英 P 97　　 P L 16

4
須 恵 器 D l l．9 はハの字状 に開 く。体部 は大 きく開 部回転 へ ラ切 り後 ，高 台貼 り 黄灰色 50 ％

E　 l．0 き， 口綾部 の境 に稜 を持 つ。 付 け。 普通 2 区表採

5

長 頸 瓶 B （9．9） 頚部片。頚部 は外反 しなが ら立 ち上 頸部内 ・外面 百クロナデ。 長石 P lO I　 P L 17

灰 粕陶器 がる。 灰黄色

普通

50 ％

2 区表採

6

杯 A ［14．8］ 底 部か ら口綾部 にかけ ての破 片。体 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 長石 ・雲母 ・スコリア P lO 4　　 P L 16

土 師 器 B　 4．3 部 は直線的 に外 傾 して立 ち上 が り， 底部 回転 糸切 り。 明黄褐色 50％

C　 7．4 ロ緑部 にい たる。 普通 第1号堀周辺表採

7

杯 A ［15．4］ 底 部か ら口縁部 にかけての破 片。体 口線部 内 ・外 面 ロクロナデ。 石英 P lO 5　　 P L 16

土 師 器 B　 4．2 部 はわずか に内攣気味 に立 ち上が り 底部 回転 糸切 り。 橙色 50％

C　 5．46 り，口綾部 にいたる。 普通 第4 号堀周辺表採

－

3

一よく勘－

：一二二「イ＿＿

第47図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第50図　遺構外出土遺物実測図（4）
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第47図杯B（3．7）底部から休部にかけての破片。体部体部内・外面ロクロナデ。底長石・石英・雲母・PlO7

8
土師器C　6．1は直線的に外傾して立ち上がり，口部回転糸切り後，ヘラ磨き。スコリア 40％

綾部にいたる。 にぷい黄橙色

普通

2区表採

9

高台付杯A［15．4］口緑部一部欠損。高台はハの字状に体部内・外面ロクロナデ。体長石・石英・雲母・PlO3　　PL16
土師器B　6．0開き，ふんばる。体部は内攣気味に部内面へラ磨き。内・外面黒針状鉱物 80％

D［8．3］

E　l．0

立ち上がり，口緑部にいたる。 色処理。体部下端回転へラ削

り。底部回転へラ切り後，高

台貼り付け。

にぷい橙色

普通

3区表採

10

棄A［25．6］体部からロ縁部にかけての破片。体ロ緑部内・外面横ナデ。体部長石・石英 P94　　PL16
土師器B（10．8）部は緩やかに内攣して立ち上がる。外面へラ削り。内面へラナデ。橙色 20％

口綾部は短く，くの字状に折れ，端

部は上方につまみ上げられている。

普通 3区表採

11

手控土器A　3．6平底。体部はわずかに内攣気味に立体部内・外面ナデ。 長石・石英 P135　　PL16
土師器B　2．1

C　4．0

ち上がる。 にぷい黄橙色

普通

90％

3区表採

12

高台付杯B（4．4）高台部から休部にかけての破片。底体部内・外面ロクロナデ。底砂粒・雲母 P99　　PL16
土師器C［8．8］部と体部との境は稜をなして折れる。部回転へラ切り後，無調整。にぷい橙色 40％

E　2．3高台はわずかに外に開き，ふんばる。 普通 3区表採
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遺構外出土遺物観察表2（中・近世）

図版 番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特 ．徴 手　 法　 の　 特 一徹 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第4 8 図 小　　 皿 A　 5 ．7 平 底 。体 部 は わ ず か に 内攣 気 味 に立 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 長 石 ・雲 母 P 1 14　　 P L 16

‘18 土師質土器 B　 1 ．5

C　 3 ．3

ち上 が り， 口 緑 部 に い た る 。 部 回 転 糸 切 り。 橙 色

普 通

60 ％

2 区 表 採

19

小　　 皿 A　 5 ．8 平 底 。体 部 は わ ず か に 内 攣 気 味 に立 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ。 底 雲 母 ・ス コ リ1ァ P 112　　 P L 16

土師質土器 B　 1 ．5 ．・

C　 4 ．6

ち上 が り， 口 緑 部 に い た る 。 部 回 転 糸 切 り。 橙 色

普 通

1 00 ％

3 区 表 採

20

小　　 皿 A　 7 ．6 平 底 。 体 部 は内 攣 気 味 に 立 ち上 が り 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 長 石 ・雲 母 ・スコリア P ll l　 P L 16

土師質土器 B　 l ．4

C　 5 ．1

口緑 部 にい た る。 転 糸 切 り。 橙 色

普 通

100 ％

2 区 表 採

2 1

小　　 皿 A ［8 ．4 ］ 底 部 か ら ロ縁 部 に か け て の 破 片 。体 ロ緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P lO 8　　 P L 16

土師質土器 B　 l．5 部 は わ ず か に内 攣 気 味 に 立 ち上 が り 底 部 回転 糸 切 ＿り。 にぷ い 橙 色 5 0 ％

C　 4 ．9 口緑 部 にい た る 。’ 普 通 ・ 2 区 表 採

22

小　　 皿 A　 7 ．6 体 部 一 部 欠 損 。 体 部 は わ ず か に 内 攣 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。底 部 回 長 石 ・ス コ リア P 1 13　　 P L 16

土師質土器 B　 1．9

C　 4 ．5

気 味 に 立 ち上 が り口 縁 部 にい た る 。 転 糸切 り。 橙 色

普 通

9 5 ％ ．

4 区 表 採

2 3

小　　 皿 A　 7 ．6 平 底 。 体 部 は わ ず か に内 攣 気 味 に 立 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 回 石 英 ・雲 母 ・スコリア P l lO　　 P L 16

土師質土器 B　 1．4

C　 3 ．0

ち 上 が り口縁 部 に い た る。 転 糸切 り。 橙 色

普 通

10 0 ％

2 区 表 採

24

小　　 皿 A　 7 ．8 平 底 。 体 部 は わ ず か に内 攣 気 味 に 立 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 回 雲 母 ・ス コ リア P lO 9　　 P L 16

土師質土器 B　 1．7

C　 5．8

ち 上 が り， ロ綾 部 にい た る 。 転 糸 切 り。 にぷ い黄 橙 色

普 通

10 0 ％‾‾

2 区 表 採

2 5

賠　　 烙 A ［27 ．9］ 内 耳 1 か所 残 存 。 口 縁 端 部 は平 坦 で ロ 縁 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 1 18　　 P L 16

土師質土器 B （6 ．1 ） あ る。 耳 は体 部 と底 部 の 境 か ら貼 り にぷ い黄 橙 色 5 ％

付 け。 普 通 4 区 表 採

2 6

焙　　 烙 A ［30 ．0］ 内 耳 1 か所 残 存 。 口緑 端 部 は平 坦 で 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 1 17　　 P L 16

土師質土器 B （6 ．0 ） あ る。 耳 は 口 縁 部 と底 部 の境 か ら貼 明赤 褐 色 5 ％　 ‾

り付 け 。 普 通 4 区表 採

2 7

内 耳 鍋 A ［2 9 ．6］ 内 耳 1 か所 残 存 。 ロ緑 端 部 は 分 厚 い 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・雲 母 P 1 16　　 P L 1 7

土 師質土器 B （8 ．6 ） 耳 は ロ緑 部 と体 部 の 境 か ら貼 り付 け。 褐 色

普 通

5 ％

4 区表 採

2 8

片 口 鉢 A ［38 ．0］ 体 部 か ら口緑 部 にか け て の破 片 。 体 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 P 8 2　　 P L 1 7

陶　　 器 B （5 ．3 ） 部 は外 へ 直 線 的 に開 き な が ら，＿立 ち 褐 色 5 ％，

上 が る 。 良好 4 区表 採

2 9

嚢 A ［3 9 ．0 ］ 体 部 か ら口 綾 部 にか け て の破 片 。 頸 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 石 英 ・雲 母 ・スコリア P 1 32　　 P L 1 6

陶　　 器 B （9 ．3 ） 部 は くの字 状 に開 く。 口緑 端 部 は 平 に ぷ い 黄 褐 色 10％ 常滑系 16C前半

坦 面 を持 つ 。 良好 4 区表 採

3 0

士宣E A ［1 6 ．0 ］r 体 部 か ら口綾 部 にか け て の破 片 。 体 ロ 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 体 部 外 長 石 ・石 英 ・礫 P 1 3 1　 2 0 ％

陶　　 器 B （12 ．0 ） 部 は緩 や か に 内 攣 しなか ら立 ち 上 が 面 へ ラナ デ。 暗赤 褐 色 常滑系 15C 前半

り， 口緑 部 に い た る。 良好 4 区表 採

3 1

措　　 鉢 B （5 ．7 ） 底 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 10 条 1 単 位 の 長 石 P 1 34　 1 0 ％

陶　　 器 C ［1 0 ．6］ は直 線 的 に 立 ち上 が る。 括 り 目底 部 回転 糸 切 り痕 。 錆

粕 。

に ぷ い 赤 褐 色

良好

瀬 戸 ・美 濃 系

4 区表 採

3 2

措　　 鉢 B （12 ．6 ） 底 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 11 条 1 単 位 の 長 石 ・雲 母 P 1 19　　 P L 1 6

陶　　 器 C ［14 ．0 ］ は外 方 へ 直 線 的 に開 く。 擦 り 目底 部 回転 糸 切 り痕 。 鉄

粕 。

に ぷ い 橙 色

良好

10％　 瀬戸・美濃系

4 区表 採

3 3

措　　 鉢 B （4 ．0 ） 底 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 5 条 以 上 で 1 長 石 ・雲 母 P 120　　 P L 17

陶　　 器 ・C ［1 5 ．4 ］ は直 線 的 に 立 ち 上 が る。 単 位 の 揺 り目 。 明 赤 褐 色

良好

20 ％　 明石 ・境系

4 区 表 採

3 4

措　　 鉢 白 （1 1 ．9 ） 底 部 か ら体 部 にか け 七 の破 片 。 体 部 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 8 条 1 単 長 石 ・小 礫 P 133　 15 ％

陶　　 器 C ［1 5 ．4 ］ は外 方 へ 直 線 的 に開 く。 位 の 括 り目 。 に ぷ い 赤 褐 色

良好

丹 波 系

4 区 表 採

第4 9 図 灯 明 受 皿 A ［1 1 ．2 ］ 底 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 体 部 口 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 長 石 P 11 5　　 P L 17

3 5

3 6

陶　　 器 B　 2 ．9 は緩 や か に 内 攣 し て立 ち 上 が り， ロ 体 部 外 面 回転 へ ラ削 り。 透 明 赤 褐 色 4 0 ％

C ＿［5°．4 ］・ 縁 部 に い た る，。 粕 。 良好 4 区 表 採

瓶 B （4 ．1 ） 底 部 か ら体 部 にか け て の破 片 。 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・雲 母 P lO O　　 P L 17

灰 粕 陶 器 C ［9 ．2 ］ は外 に 直 線 的 に立 ち上 が る 。 明 赤褐 色 －

良 好

10％　 瀬戸 ・美濃系

4 区 表 採
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．図版番号 器　 種 計測値（qn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法 ′の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ・備　 一　　 考

第49図 鋼 線 粕 B （2．2） 底部かち体部にかけての破片。体部 見込み蛇の 目粕剥ぎ畳付 き。 長石 P 127　　 P L 17

37 輪 禿 皿
陶　　 器

D ［4．6］

E　 O．7

は緩やかに内攣 して立ち上がる。 高台削 り出し。 灰褐色

良好

1叩　 肥前系唐津

4 区表採

38

小　　 碗 B （2．2） 底部から体部にかけての破片。体部 三島手。体部外面から見込み 長石 ・雲母 P 126　　 P L 17
陶　　 器 D　 4．0 は続やかに内攣 して立ち上がる。 全体に自泥塗布後，波状文を 乳白色 10％　肥前系唐津

E ．0．7 線引き。高台削 り出し。 良好 4 区表採

39

香　　 炉 B （5．3） 底部から体部にかけての破片。体部 筒形。ロクロ整形。底裏に沈 長石 P 129　　 P L 17
陶　 器 C　 8．2 ．は直線的に立ち上がる。二足残存。 線が施されている。内面無粕。明緑灰色

良好
20％　瀬戸・美濃系

4 区表採

40

染付猪口 B （8．4） 底部から口緑部にかけての破片。体 口縁部雨降 り文。底真砂付着。長石 P 122　　 P L 17
磁　 軍 D　 4．8 部は緩やかに内攣して立ち上がり， 染付け透明粕。 灰白色 10％　 肥前系

E　 3．4 口縁部にいたる。 良好 4 区表採

41

染付丸碗 B （2．4） 底部から休部にかけての破片。体部 コンニャク印判。桐の葉文。 長石 P 123　　 P L 17
磁　　 器 D　 4．1

E　 O．5

は緩やかに内攣 して立ち上がる。 染付け透明粕。 灰白色
良好

10％　 肥前系

4 区表採

42

染付猪口 B （3．8） 底部から体部にかけての破片。l備部 底真砂付着。染付け透明粕。 長石 P 124　 P L 17
磁　　 器 D　 3．0

E　 O．6

は緩やかに内攣 して立ち上がる。 灰 白色 ＿
良好

10％　 肥前系

4 区表採

43

小　　 皿 A ［13．6］ 底部から休部にかけての破片。体部 見込み蛇の目粕剥ぎ畳付 き。 長石 P 125　　 P L 17
陶　　 器 B　 3．5 は緩やかに内攣 して立ち上がり，口 高台削 り出し。畳付砂付着。 明緑灰色 10％

C　 4．4 緑部にいたる。 良好 4 区表採

44

香　　 炉 B （2．7） 底部から体部にかけての破片。体部 筒形。ロクロ整形。見込み蛇 長石 P 128　　 P L 17
陶　 ・器 D　 9．1 は直線的に立ち上がる。三足。 の目粕剥ぎ畳付 き。底部回転 明黄灰色 20％

E ．1．2 糸切 り。 良好 4 区表採

45

盤 A 21．4 底部から体部にかけての破片。体部 透明粕。 長石 P 130　 P L 17
青　　 磁 B （4．3）

C 11．4

は緩やかに内攣して立ち上がる。 明緑灰色
良好

15％　 龍泉窯 ．

4 区表採

遺構外出土遺物土製晶・石製品・鉄製品・その他（平安・中近世）

図 版 番 号 種　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

出土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g）

第 4 9 図4 6 鳥 形 土 製 品 3 ．2 0 ．8 0 ．7 － 2 ．4 3 区 表 採 D P 84　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

4 7 砥　 ・石 （8 ．8 ） 3 ．8 1 ．4 － （ 95 ．‾1） 3 区 表採 Q 9　 凝 灰 岩　　　　　　　 P L 2 0

48 カ ナ メ 石 （2 1 ．1 ） 13 ．5 7 ．4 － （3 弘 0 ．0 ） 3 区表 採 Q 7　 砂 岩　　　　　　　　 P L 2 0

第 50 図 49 敵　　　 石 （9 ．1） 6 ．7 6 ．8 －
（5 17 ：5 ） 3 区 表 採 Q 8　 砂 岩 ‘　　　　　　　 P L 2 1

50 紡 ・錘　 車 4 ．9 4 ．9 3 ．5 0 ．8 9 7 ．4 3 区 表 採 Q lO　 粘 板 岩　　　　　　　 P L 2 1

5 1 ．鉄　　　 鍋 （8 ．8 ） 6 ．6 1 ．7 － （ 4 8 ．8 ） 3 区 表 採 M 19　　　　　　　　　　　　　　 P L 21

52 刀　　　 子 （10 ．8 ） 2 ．2 0 ．3 －
（ 3 ‾9 ．1 ） 3 区 表 採 M 20

53 不 明鉄 製 品 （5 ．2 ） 2 ．6 0 ．3 － 1 9 ．7 3 区 表 採 M 2 1

5 4 釘 （8 ．3 ） 1 ．2 0 ．4 ～ 0 ．6 － （ 1 3．7） 3 区 表 採 M 2 2

5 5 櫛 3 ．3 2 ．4 0 ．4 － 3 ．0 3 区 表 採 N l　 材 質 亀 甲　　　　　　 P L 2 1

遺構外出土遺物古銭（中・近世）

図版 番号 銭　 種
初　　　　 鋳　　　　 年 ．現 存 率

（％ ）
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

時　　　 代 年　　 号 ，（西 暦）

第50図56 寛 永 通 宝 江　　　 戸 寛永 13年 （‾163 6） 10 0 3 区表採 M 2 3　　　　　　　　　　 P L 2 1

5 7 勲 寧 元 宝 北　　　 宋 （106 8） 10 0 3 区衰採 M 24　　　　　　　　　　 P L 2 1

5 8 寛 永 通 宝 江　　　 戸 寛永 13年 （163 6） 10 0 3 区表採 M 2 6　　　　　　　　　　 P L 2 1

5 9 寛 永 通 宝 江　　　 戸 寛永13年 （163 6） 10 0 3 区表採 M 2 5　　　　　　　　　　 P L 2 1
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第4節　まとめ

今回の調査によって，当遺跡から古墳時代後期の竪穴住居跡4軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡11軒，鍛冶

工房跡1棟，土坑1基，中世の溝2条，堀1条，土橋2か所，その他時期不明の溝6条，土坑44基，ピット群

1か所，不明遺構3基を検出した。ここでは，古墳時代，奈良・平安時代及び宮ケ崎城跡に関係の深い中世の

遺構と出土遺物等についての概要を述べ，まとめとする。

古墳時代

竪穴住居跡4軒を検出した。6世紀後半から7世紀後半にかけての古墳時代後期の住居跡である。第1・3・

7・9号住居跡の計4軒が該当する。これらの住居跡は，渦沼に突き出した台地の南側の緩やかな日当たりの

良い傾斜地にあり，北側中央部からやや東側にかけて竃を持つ住居跡である。遺物は，第1号住居跡から湖西

産の旗が出土している。また，土玉や管状土錘が出土し，遺構の北側にある渦沼で，漁網による漁労を盛んに

していたことがうかがえる。当時の渦沼域の生業活動を知る資料が提供された。

奈良・平安時代

奈良時代から平安時代初期の竪穴住居跡11軒を検出した。第2・4～6・8・10～15号住居跡の計11軒が該

当する。いずれも北側に竃を持つ住居跡で，古墳時代の住居跡の周りに広がっている傾向にある。出土した須

恵器は，胎土に雲母を含んでいることなどから新治村新治窯群から供給された製品，あるいは胎土に針状鉱物

を含むことから水戸市木葉下窯から供給された製品の可能性があるものもある。第6号住居跡では，多数の管

状土錘を検出した。時代が下がるにしたがって，人口も増加し渦沼に依存する傾向が増え，漁労も活発に行わ

れ，古代の人々が渦沼による水の恩恵を多いに受けていたことが想像できる。台地の南側斜面からは鍛冶工房

跡を1棟検出した。調査区域外からも羽口や鉄棒が出土していることから，他にも工房跡が何棟かあり，鍛冶

が盛んに行われていた可能性がある。室町期から戦国期頃を目安に作成した宮ケ崎村一帯の復元図には，宮ケ

崎館跡の南側に「カチヤ前」という鍛冶に関係するような地名が残っている。平安時代から鍛冶工人が住み着

いて，この地域で生業していた可能性も考えられる。

中　世

（1）検出遺構と出土遺物

宮ケ崎城跡に関わる中世の遺構としては，堀1条と溝2条を検出した。今回調査した人為掘削による外堀の

一部が検出されたことによって，堀の構築形態などから，成立時期は，古くても15世紀後半以降のものであると考えられる。

調査区域及び宮ケ崎城跡から出土した中世以降の遺物としては，土師質土器14片，瓦質土器16片，常滑系陶

器の嚢や鉢64片，肥前系陶磁器79片，瀬戸・美濃系陶磁器22片，明石・堺系陶器8片，京焼系陶器4片，中国

製磁器青磁（龍泉窯）1片，在地系陶器2片等である。これらの遺物は，13世紀から14世紀にかけてのもの（常

滑や瀬戸は蔵骨器として使用されたもので，築城前は墓城があった可能性）と，17世紀以降の所産と考えられ

るものの大きく2種類に分けられる。

出土した陶磁器類から考えられることは，宮ケ崎城跡が成立した時期と前後したものが数多く出土していることである。

（2）宮崎氏（宮ケ崎城跡）の歴史

平安時代中期から末期にかけて，平将門の乱以後，しだいに大きな勢力を持った平繁盛の子孫（常陸平氏）

が茨城町地方に勢力を張る。宮ケ崎地区は鹿島郡一帯に勢力を張った常陸平氏の一族鹿島氏の分流が本拠地と

していく。12世紀後半に鹿島成幹の子三郎政幹に，鹿島氏の本家を継承させ，政幹の子三郎家幹に，徳宿郷宮
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崎を譲る。宮崎氏を名字とした家幹は，渦沼をすぐ北に臨む台地の一角に居館を構える。渦沼の水上支配権を

手中に押さえながら，宮崎氏が鹿島郡の北側を代表する領主に成長していくことになる。南北朝動乱期には足

利方（北朝方）に立った。宮崎氏は上杉禅秀の乱に際して，禅秀方に属したが，鎌倉公方持氏に敗北し，宮崎
（1）

村以下の所領を没収されるとともに，その配下の所領まで没収され，没落していくことになる。

（タ）宮ケ崎城跡の構造と年代

曲輪I（主郭）は，渦沼に突き出した台地先端部の平場にあり，堀で囲まれている。現存する曲輪I周囲の

堀や土塁の形態及び規模から考えると，城郭構造は，16世紀後半の形態を呈している。従来言われている宮崎

氏（三郎家幹以降）と直接関連した城跡ではないように考えられる。曲輪Iの北側の平場は，「曲輪」という

より「馬出状曲輪」と考えられる。防御性の高い馬出状曲輪の存在から，渦沼側からの攻撃を強く意識してい

ることが確認できる。その南側に大きく三つの区画に分割された曲郭がある。曲輪Iの南辺にある広大な曲郭

は，宿の人々の戦乱時における避難場所であったり，一時的に何らかの事情で戦闘集団が待機していた場所と

も考えられる。曲郭の外周には，自然地形の谷津を生かした堀と人為に掘り込んだ堀が巡っている。城跡の北

側には渦沼が広がり，全体的に自然地形を生かした城である。土橋は2か所あり，城内に入るルートが判明し

た。東側の曲郭から出入りする第1号土橋と曲輪Iの真南に位置する第2号土橋である。特に第1号土橋は，

土橋を渡って左折して通路状遺構（第1・10号溝）を通って，城内に入っていることが判明した。曲輪Iと人

為に掘られた外堀の構築形態や出土遺物などから総合的に考えると，宮崎氏に関連した城跡と言うより，古く

ても15世紀後半以降の江戸氏にゆかりのある城跡と考えるのが妥当と言えるだろう。

（4）宮ケ崎城跡の性格

曲輪I，Ⅱは，「在番」と呼ばれる広域領主権力によって動員された兵力の駐屯地として使われていたこと

が考えられる。当城は在地領主層の居城と言うより，広域領主権力の領域端に置かれた「境目城」と呼ばれる

城の可能性もある。居住は，鹿島神社南側に位置する宮ケ崎館跡であると考えられる。「館」は土塁と堀を巡

らせており，遺構形態から戦国時代前半のものであると考えられる。時代的に江戸氏に関連する館跡であり，

宮崎氏の時代には，ここに居を構えていた可能性も考えられるが，宮崎氏没落後，江戸氏の時代に，その関係

者が宮ケ崎館を再興して生活していたのだろう。宮ケ崎城と宮ケ崎館は，江戸氏によって再興され，構築され

たものと考えられる。

また，渦沼沿いにあることから，馬出状曲輪直下に「津」があり，渦沼の水上交通の拠点「津」を押さえる

ために，城が機能していたとも考えられる。軍事的に果たす城であると同時に経済的にも重要な場所にある城

であったと推測される。

註，参考文献

（1）茨城町史編さん委員会

・茨城県史編集委員会

・新人物往来社
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・柴田　龍司

・茨城県教育財団

『茨城町史　通史編』
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『中世城郭研究論集』

1995年2月
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何　章

遣物の自然科学的調査結果からみた

宮ケ崎遺跡における鉄関連生産活動について

岩手県立博物館　赤　沼　英　男

1　はじめに

主要地方道大洗友部線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査によって，茨城県茨城町宮ケ崎遺跡では9世

紀前葉に比定される鉄関連遺構が確認され，鍛造剥片や金床石が兄いだされたため，鋼材を加熱・鍛打し，目

的とする形状に造形する小鍛冶が行われていたものと推測された1）。同時に木炭の噛み込みがみられない椀状

淳も検出されたため，小鍛冶とは別の操作までもがなされていた可能性も考えられたが，考古学の発掘調査結

果ではそれを明確にすることが困難であった1）。

そこで，出土鉄棒の自然科学的調査を実施し，出土状況と形状に組成という要素を加え，鉄淳の生成状況に

っいて考察することとなった。その結果，椀状淳は小鍛冶操作に伴って排出されたものではなく，鋼製造過程

において生成した可能性が高いとみることができたわけであるが，以下では上述の結果が導き出された自然科

学的調査の内容について述べることとする。

2　分析資料

分析した資料は第1号鉄関連遺構（火窪炉）より出土した3点の鉄淳であり，いずれも9世紀前葉の遺物と

推定されている1）。資料の名称，検出遺構，および外観上の特徴を表1に，外観写真を図1・2に示す。

3　鉄棒の検出状況と外観上の特徴

N。．1・3鉄棒は椀状を呈しており，凸面は一様に青灰色またはそれに礫を噛み込んだ異物によって覆われ

ている。資料N0．2は板状を呈し，土砂と黒褐色のガラス化した物質が混在し，ところどころに鍛造剥片と思

われる小片状の異物もみられる。既述のとおり3点とも火窪炉周辺から出土し鍛造剥片も確認されたため，鋼

を加熱・鍛打し造形する操作（小鍛冶）に伴って排出されたものと推測された。No．1およびNo．3鉄棒はほぼ

溶融した物質が冷却し固まったものであり，加熱・鍛打を主操作とする小鍛冶に伴って排出されたとみること

は難しい。以下ではその点に注意を払い，自然科学的調査結果に基づいて出土資料の生成状況を検討すること

としたい。

4　分析用試料の調整ならびに分析方法

図1・2に示す矢印の部分から2つに切断し，小さい方の試料片の切断部分から分析用試料片を摘出した。

摘出した試料片をさらに2分し，大きい方を組織観察に，他方を化学成分分析に使用した。なお，図2に示す

ように資料N0．2は著しく組成が不均一と判断されたため，肉眼で板状の異物を含むA部と黒褐色のガラス化

した領域からなるB部からそれぞれ試料片を摘出した。
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組織観察用試料片についてはエポキシ樹脂で固定し，エメリー紙，ダイヤモンドペーストを使って研磨した

後，金属顕微鏡によりその組織を観察した。また，鉄棒の生成状況を推定するうえで重要と判断された鉄棒中

の鉱物については，エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー（EPMA）によりその組成を決定した。

化学成分分析用試料片については表面に付着する錆や土砂を除去した後，エチルアルコール，アセトンで洗

浄し十分に乾燥した。次にメノー乳鉢を用いて粉砕し，テフロン分解容器に秤量のうえ，酸を使って溶解LT．Fe

をはじめとする必要成分をICP－AES法により定量した。

6　分析結果

6－1　鉄淳の化学組成

No．1鉄津をはじめとする4点の試料片のT．Feは30～47％にある。操作の過程で酸化鉄に富んだスラグが形

成されていたとみることができ，このことは後述する組織観察結果とも合致する。4点ともTi分は4％強にあ

る。特に，試料No．2Bからは18．6％のTi分が検出されていおり，他に比べ高レベルにあるが，後述する組織

観察結果に従えば，検出されたTi分は試料片中に残存するウルボスピネル（2FeO：TiO2），イルメナイト（FeO

・TiO2）からなる化合物に起因するものと判断される。

6－2　鉄淳のマクロおよびミクロ組織

既述のとおり，No．1・No．3鉄棒の凸部分の最表面にはそれぞれ青灰色，相当量の礫を噛み込んだ青灰色

の異物が付着している。No．3鉄淳から摘出した試料片のマクロ組織には，ところどころに一片が20伽，m程度

のほぼ角状をした暗灰色の結晶が残存し，それらの回りを微細な結晶と空隙を内包するマトリックス（M）が

とり囲んだ組織からなる領域（図1b斜線部）と，灰色の角状結晶ⅩT，暗灰色の結晶F，およびマトリック

ス（M）からなる組織によって構成される領域（図1b斜線部外）がみられた。肉眼で観察された青灰色の異

物は前者に対応するものであり，EPMAによる分析によって，残存する暗灰色の結晶は石英（図1d）2），結

晶ⅩT，Fはそれぞれ主として酸化鉄と酸化チタンからなる化合物，マグネシウムを固溶した鉄かんらん石

［2（Fe，Mg）0・SiO2］と判定された（図1C）。No．I鉄淳に付着する異物（図2斜線部）も同様の組成を

とり，鉄淳部分はウスタイト（W：化学理論組成FeO），主として酸化鉄と酸化チタンからなる化合物（ⅩT），

マグネシウムを固溶した鉄かんらん石，およびマトリックスによって構成されていることがわかった（図2）。

資料N0．2のA部から摘出した試料片は灰色および暗灰色の結晶が残存する領域や土砂が混在した，著しく

組成が不均一な試料片である。また，長さが約200い皿，巾が約25mmの板状物質もところどころにみられた。

マクロ組織の枠で囲んだ部分のEPMAによる組成像には，板状物質の一部がみられるが，最表面は暗灰色層

によって覆われており，その内側は粒状の結晶によって構成されている。EPMAによる定性分析の結果，暗

灰色層はヘマタイト（Fe203），粒状の結晶はウスタイトであることが確かめられた。その形状を考慮すれば

板状物質は鍛造薄片（鋼を加熱・鍛打したときに鋼の表面が剥離し飛び散ったスケール）とみることができる。

一方，No．2Bから摘出した試料片には暗灰色の結晶Iと灰色の結晶Uが認められ，それらの回りは暗灰色の

領域によって取り囲まれている。EPMAによる定量分析によって，結晶I，Uはそれぞれはマグネシウムを

固溶したイルメナイト［（Fe，Mg）0・TiO2］，ウルボスピネル［2（Fe，Mg）0・TiO2］であり，暗灰色の

領域はFeO－MgO－SiO2系のガラス質けい酸塩（S）と判定された。
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7　鉄棒とその組成からみた宮ケ崎遺跡における生産活動

鉄棒の自然科学的調査の結果，資料N0．2には鍛造剥片が残存し，同時にウルボスピネルやイルメナイト，

ガラス質けい酸塩によって構成される黒褐色の鉄棒や土砂が混在した資料であることがわかった。鋼材を加熱

・鍛打した際に生成したものとみることができる。この資料と鍛造剥片の確認によって，小鍛冶の実施を想定

できるわけであるが，鉄チタン酸化物を含む鉄棒が残存していたことを考慮すれば，出発物質となった鋼材は

ある程度の鉄棒が固着していた可能性がある。

一方，No．1・No．3椀状淳の凸面に付着した異物は，石英と空隙を含む微細な結晶が残存したマトリック

スからなる。また，異物の内側にある鉄淳は，主として酸化鉄と酸化チタンを主成分とする化合物，ウスタイ

ト，鉄かんらん石，およびマトリックスによって構成されている。鉄淳組成に基づけば，溶融または部分溶融

した物質が冷却し固化したものとみなければならない。この2点も鋼材の加熱・鍛打の際に排出されたものと

みるならば，それらの形状から飛び散るスケールが火窪炉の底で炉材と反応し生成したものということになる。

その場合，火窪炉の炉床付近で生成する鉄津は熱源である固体炭素（炭材）と接するため，冷却の過程で相当

量の木炭が資料中に噛み込まれるはずであるが，No．1・No．3椀状淳には木炭の混入はみられない。

既述のとおり椀状淳の凸面には，石英とマトリックスからなる異物が付着している。2点とも木炭が混在し

ないことをふまえれば，上述の異物は鉄淳を形成させるために準備された反応容器の一部であった可能性があ

る。実際の操作では熱源である固体炭素（炭材）と反応サイトとが分離されていたとみることができ，これま

でに提案されている古代・中世におけるいくつかの鋼製造法3）に従えば，銑鉄浴を造りそれを脱炭し鋼に変え

るという銅精錬操作4）5）を考えることができる。これまで銅精錬時には少量の鉄酸化物の使用が提案されてき

た。組織観察結果に基づけば使用された鉄酸化物は，砂鉄のように鉄チタン酸化物を含む物質ということにな

る。つまり，鉄チタン酸化物になんらかの造淳材を加え鉄棒を造るという操作が行われていたものと推測され‘

るわけであるが，目的とする鋼が亜共析鋼であったとすれば相当の熱源を確保する必要があったはずである。

この場合，温度保証に有利な空気酸化の併用が計られていた可能性が高く，それを具体的操作方法の一つに位

置づけ，銅精錬操作の設備とその手順を追求する必要があろう。

出土資料の自然科学的調査に基づけば，宮ケ崎城跡ではあらかじめ準備された銑鉄をなんらかの容器に溶解

し，生成した銑鉄浴を鉄酸化物を含むスラグと接触させ，さらに容器内へ空気を送り込むことによって目的と

する鋼が製造されたとみることができる。そのように造り出された鋼にはある程度の鉄棒が固着していたもの

と推定されるので，それを除去し，得られた鋼塊を整形する操作が不可欠であったと筆者は考える。最後に問

題となるのがそれらの操作を実施するために使用された設備である。発掘調査によって検出された火窪炉にお

いて，銅精錬とそれによって製造された鋼塊の加熱・鍛打による付着鉄津の除去，ならびにその整形が共に行

われていたか，あるいは今回検出された遺構とは別のところでまず銅精錬が実施され，その精錬産物が火窪炉

周辺に運び込まれ，そこで鋼塊の加熱・鍛打による付着鉄淳の除去とその整形がなされていたかのいずれかと

思われるが，この点については今後の課題としたい。

註

1）茨城県教育財団　野田良直氏からの私信による。

2）岩手大学教育学部土屋信高博士からのご教授による。

3）現在提案されている古代末ならびに中世における鋼製造法は，ア）原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石）を還元し鉄

を生産する製錬（製鉄），イ）製錬により生産された鉄を素材として目的とする鋼を製造する精錬，ウ）精錬で得
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られた鋼を素材とし目的とする鋼製鉄器を製作する小鍛冶（鍛錬鍛冶）の3つのプロセスからなる。これらの中

でイ）の精錬については，製錬によって得られた鉄から極力鋼部分を摘出して，含有される不純物を除去する

とともに，炭素量の増減を行って目的とする鋼を製造するという精錬鍛冶と，製錬によって生産された銑鉄を

脱炭し鋼にかえるという銅精錬の2つの方法が提唱されているが，いずれについても具体的設備や操作方法は

示されておらず，今後の検討課題とされている。

4）赤沼英男「いわゆる半地下式竪塑炉の性格の再検討一杢沢・北沢両遺跡出土遺物の金属学的解析結果から－」た

たら研究，35，1995，p．11－28。

5）赤沼英男「みちのくの地から中世の鉄をみる」ふえらむVol1．2，1997，p．44－51。

表1　調査資料

N o． 資 科 名 検 出 遺 構 外　　　　　　　　　　　　 一　観

1 鉄　　　 棒 M －6 椀状淳の一部。凸面に部分溶融 したと思われる青灰色の異物が付着している。

2 鉄　　　 津 M 9 板状を呈する。土砂，鍛造剥片 と思われる微小片，・および鉱淳が混在した資料である。

3 鉄　　　 棒 M l云 椀状津のて部。凸面は相当量の礫をかみ込み，部分溶融 したキ思われる青灰色の異物で覆われており，その

内側には黒褐色を呈した鉱淳ギみられる。

注）資料番号は分析者による。

表2　鉄棒の分析結果

N o．

化　　 学　　 成　　 分 （％ ）

鉱　 物　 組　 成

T．Fe C u M n P N i C o T i S i C a A l M g Ⅴ

1 4 6．10 0．004 0・字10 0．152 0．00 5 0．011 6．01 6．03 1．32 2．3‘5 1．13 0．14 5 （W，ⅩT，F，M）（F，M ）

2 A 4 0．09 0．004 0．35 6 0．09 1 0．01 1 0．02 4 8．95 5．17 0．72 6 2．62 2．19 0 ．27 2 W ， H e

2 B 3 0．78 0．Oq4 0．67 8 0．07 3 0．014 0．03 3 18．63 3 ．60 0．48 0 2．64 3．91 0 ．93 7 I ， U ， S

3 ‾ 43．59 0．003 0．20 0 0．13 6 0．01 1 0．015 4．74 8 ．45 1．74 2．33 1．08 0．12 5 ⅩT ， F ，M

注1）分析はICP－AES法による。

注2）Iはマグネシウムを固溶したイルメナイト［（Fe，Mg）0・TiO2］，Uはマグネシウムを固溶したウルボスピネル

［2（Fe，Mg）0・TiO2］，ⅩTはI，Uいずれにも同定されない主として酸化チタンと酸化鉄からなる化合物，

Fはマグネシウムを固溶した鉄かんらん石［2（Fe，Mg）0・SiO2］，Sはガラス質けい酸塩，Mはマトリック

ス。

表3　No．2鉄淳に兄いだされた鉱物のEPMAによる定量分析結果（％）

測定箇 所
化　　　 学　　　 組　　　 成

合　 計

N a 2 0 K 2 0 M g O C aO S iO 2 V 20 5 T iO 2 M n O P 20 5 F eO A 120 3

I 0．0 2 ＜0．01 5．6 1 0 ．04 0．0 2 2．1 9 55．3 1．7 3 ＜0．01 3 6．4 0．13 10 1．4

U ＜0．01 ＜0．01 4．9 4 ＜0．01 0．0 6 5．24 3 6．5 1．9 1 ＜0．01 4 9．5 2．34 10 0．°‾5
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図1　No．3鉄棒の外観と組織観察結果

a：外観，矢印は試料片摘出位置。b：マクロ組織，斜線部分は鉄淳に付着する部分溶融した異物に対

応。C・d：bの枠，二重枠で囲んだ部分のミクロ組織

COMP：組成像，ⅩT：主として酸化鉄と酸化チタンからなる化合物，F：マグネシウムを固溶した

鉄かんらん石［2（Fe，Mg）0・SiO2］，Q：石英，M：マトリックス
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図2　No．1・No．2鉄淳の組織観察結果

マクロ組織の枠で囲んだ部分はEPMAによる分析位置。Wはウスタイト（化学理論組成FeO），Iは

イルメナイト（FeO・TiO2），Uはウルボスピネル［2（Fe，Mg）0・TiO2］，ⅩTは主として酸化鉄と

酸化チタンからなる化合物，FはFeOTMgO－SiO2系化合物，Heはヘマタイト（Fe203），Mはマトリ

ックス。
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